magicolor 1690MF 

ファクス ユーザーズ ガイド 


第1章はじめに . 15 

第2章ファクスの接続 . 21 

第3章操作パネルとメニュー . 35 

第4章ファクスを送信する . 81 

第5章 PC ファクスを送信する . 137 

第6章ファクスを受信する . 149 

第7章相手先を登録する . 167 

第8章通信管理 . 195 

第9章トラブルシューティング . 205 

觸 . 213 


A0HF-9572-13K 














はじめに 

弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。 magicolor 1690MF は、 
Windows、Macintosh の環境でお使いいただくのに最適なプリンタ複合機です。 

登録商標および商標 

KONICA MINOLTA および KONICA MINOLTA ロゴは、コニカミノルタホールディ 
ングス株式会社の商標および登録商標です。 magicolor および PageScope は、コ 
二カミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の商標および登録商標です。 

本書に記載されているその他の製品名は各社の商標または登録商標です。 

ソフトウェアの所有権について 

本機に添付のソフトウェアは著作権により保護されています。本ソフトウェアの著 
作権は、 コニカミノルタ ビジネステクノロジーズ株式会社に帰属しています。いか 
なる形式または方法においても、またいかなる媒体へも コニカミノルタ ビジネス亍 
ク ノロ ジーズ株式会社の書面による事前の承諾なく、添付のソフトウェアの一部ま 
たは全部を複製 • 修正 ■ ネットワーク上などへの掲示 ■ 譲渡もしくは複写すること 
はできません。 

Copyright © 2008 by KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC. All 
Rights Reserved. 

著作権について 

本書の著作権はコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社に帰属します。書 
面によるコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社の承諾なく、本書の一部 
または全部を複写もしくはいかなる媒体への転載、いかなる言語への翻訳をするこ 
とはできません。 

Copyright © 2008 by KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC., 
Marunouchi Center Building, 1-6-1 Marunouchi, Chiyoda-ku, Tokyo, 100-0005, 
Japan. All Rights Reserved. 

本書について 

本書は、改良のため予告なしに変更することがあります。本書の内容に関しては、 
誤りや記述漏れのないよう万全を期して作成しておりますが、本書中の不備につい 
てお気づきのことがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 
コニカミノルタ ビジネステクノロジーズ株式会社は、本書による特定の商用などの 
目的に対する利用についての保証はいたしておりません。 

本書の記載事項からはずれて本機を操作_運用したことによる偶然の損害、特別 ■ 
重大な損害などの影響ついて、 コニカミノルタ ビジネステクノロジーズ株式会社は 
保証 ■ 責任を負いかねますのでご了承ください。 



ソフトウェア使用許諾契約書 

本パッケージにはコニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社（以下、 
「 KMBT 」） より提供される、プリンタシステムの一部を構成するソフトウェア（以 
下、「プリンティングソフトウェア」）、特殊な暗号化フォーマットにデジタルコー 
ド化された機械可読アウトラインデータ（以下、「フォントプログラム」）、その他 
プリン亍ィングソフトウェアと連動しコンピュータシステム上で動作するソフト 
ウェア（以下、「ホストソフトウェア」）、そして関連する説明資料（以下、「ドキュ 
メンテーション」）が含まれています。 

本契約において「本ソフトウェア」とはプリンティングソフトウェア、フォントプ 
ログラム、ホストソフトウェアの総称で、それらすベてのアップグレード版、修正 
版、追加版、複製物を含みます。 

本ソフトウェアは以下の条件の下でお客様にご使用いただいております。 

以下ご同意くださった場合に限り、本ソフトウェアおよびドキュメンテーションを 
使用することのできる非独占的、譲渡不可のライセンスを KMBT により付与いた 
します。 

1. お客様は、お客様の日常業務での使用目的に限り、本ソフトウェアおよび、そ 
れに伴うフォントプログラムを使用することができます。 

2. 上記 1. に定義されているフォントプログラムのライセンスに加え、お客様 
は、フォントの重み、スタイル、文字■数字■シンボルのバージョンをプリン 
ティングソフトウェアを使用するコンピュータにおいて再生表示することがで 
きます。 

3. お客様はバックアップ用にホストソフトウェアをひとつ複製することができま 
す。ただし、その複製物はいかなるコンピュータにおいてもインストールある 
いは使用されないことを条件とします。ただし、プリンティングソフトウェア 
が実行されているプリンティングシステムと使用するときに限り、ホストソフ 
トウェアを複数のコンピュータにインストールすることができます。 

4. 本契約の元、お客様はライセンシーとしての本ソフトウェアおよびドキュメン 
テーションに対する権利および所有権を第三者 （ 以下、譲受人）に譲渡するこ 
とができます。ただし、お客様が当該譲受人に本ソフトウェアやドキュメン 
亍ーションおよびそれらの複製物のすべてを譲渡し、当該譲受人が本契約の諸 
条件に ついて 同意している場合に限ります。 

5. お客様は本ソフトウェアやドキュメンテーションを変更、改作、翻訳したりす 
ることはできません。 

6. お客様は本ソフトウヱアを改造、逆アセンブル、暗号解読、リバースエンジニ 
アリング、逆コンパイルすることはできません。 

7. 本ソフトウェア、ドキュメンテーション、およびそれらの複製物に対する権利 
および所有権その他の権利はすべて KMBT およびそのライセンサーに帰属し 
ます。 

8. 商標は、商標の所有者名を明示し、容認された商標慣行に従って使用されるも 
のとします。商標の使用は、本ソフトウェアによって生成された印刷出力の識 
別を目的とする場合に限られます。いかなる商標であっても、こうした使用に 
よって当該の商標の所有権がお客様に付与されることはありません。 

9. お客様は、ご自身が使用されない本ソフトウェアあるいはその複製物、または 
未使用の記憶媒体に収められた本ソフトウェアを貸与、リース、使用許諾、譲 



渡することはできません。ただし、上述の、すべての本ソフトウェアおよびド 
キュメンテーシヨンを永久的に譲渡する場合を除きます。 

10. KMBT およびそのライセンサーは、損害が生じる可能性について報告を受けて 
いたとしても、本ソフトウェアの使用に付随または関連して生ずる間接的、懲 
罰的あるいは実害、利益損失、財産損失についていかなる場合においても、ま 
た第三者からのいかなるクレームに対しても一切の責任を負いません 。 KMBT 
およびそのライセンサーは、本ソフトウェアの使用に関して、明示であるか黙 
示であるかを問わず、商品性または特定の用途への適合性、所有権、第3者の 
権利を侵害しないことへの保証を含むがこれに限定されず、すべての保証を否 
認します。ある国や司法機関、行政によっては付随的、間接的、あるいは実害 
の例外あるいは限定が認められず、お客様に上記の制限はあてはまらない場合 
もあります。 

11. Notice to Government End Users (本規定に関して：本規定は米国政府機関の 
エンドユーザー以外の方には適用されません 。） The Software is a "commercial 
item ," as that term is defined at 48 C . F . R . 2.101 ,consisting of “commercial com ¬ 
puter software ” and "commercial computer software documentation ," as such 
terms are used in 48 C . F . R . 12.21 2, Consistent with 48 C . F . R . 12,212 and 48 
C . F . R . 227.720 2-1 through 227.7202 -4, all U . S . Government End Users acquire 
the Software with only those rights set forth herein . 

12. 本ソフトウェアをいかなる国においても輸出管理に関連した法規制に違反した 
形で輸出することはできません。 



安全にお使いいただくために 

製品を安全にお使いいただくために、必ず以下の「取扱上の注意」をよくお読みに 
なってください。また、この説明書の内容を十分理解してから、プリンタの電源を 
入れるようにしてください。 

■ このユーザーズガイドはいつでも見られる場所に大切に保管ください。 

絵記号の意味 

この ユーザー ズガイドおよび製品への表示では、製品をただしくお使いいただき、 
あなたや他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 
示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 


ZL 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡また 
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負 
う可能性が想定される内容及び物的損害のみの発生が想定さ 
れる内容を示しています。 


絵表示の例 

A A 記号は注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は高温注意）が描かれ 
ています。 

記号は禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が 
描かれています。 

9記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。記 
号の中や近くに具体的内容が書かれています。 





△警告 


② 

• 本製品を改造しないでください。火災■感電のおそれが 
あります。また、レーザーを使用している機器にはレー 
ザー光源があり、失明のおそれがあります。 

• 本製品の固定されているカバーやパネルなどは外さない 
でください。製品によっては、内部で高電圧の部分や 
レーザー光源を使用しているものがあり、感電や失明の 
おそれがあります。 

0 

• 同梱されている電源コード以外は使用しないでくださ 
しヽ。 不適切な電源コードを使用すると火災 ■ 感電のおそ 
れがあります。 

• この製品の電源コードを他の製品に転用しないでくださ 
し、。火災■感電のおそれがあります。 

• 電源コードを傷つけたり、加工したり、重いものを載せ 
たり、加熱したり、無理にねじったり、曲げたり、引っ 
ばったりして破損させないでください。傷んだ電源コー 
ド（芯線の露出、断線等）を使用すると火災のおそれが 
あります。 

0 

• 表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでくださ 
し、。 火災、感電のおそれがあります。 

• タコ足配線をしないでください。コンセントに表示され 
た電流値を超えて使用すると、火災、感電のおそれがあ 
ります。 

• 原則的に延長コードは使用しないで下さい。火災、感電 
のおそれがあります。やむを得ず延長コードを使用する 
場合は、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ■サ 
ポートにご相談ください。 


濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の 
恐れがあります。 

❶ 

電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。火災、 
感電のおそれがあります。 




e 

必ずアース接続してください。アース接続しないで、万一漏 
雷した場合は火災、感電のおそれがあります。 

* ア_スを接続する場合は必ず電源ブラグを電源に取り付 
ける前に行ってください。 

• アース接続を取り外す場合は必ず電源ブラグを電源から 
取り外してから行ってください。 

アース線を接続する場合は、以下のいずれかの場所に取り付 
けるようにしてください。 

籲コンセントのアース端子 

• 接地工事を施してある接地端子（第 D 種） 

次のような所には絶対にアース線を取り付けないでください。 

• ガス管（ガス爆発の原因になります） 

• 電話専用アース（落雷時に大きな電流が流れ、火災■感 
電のおそれがあります） 

• 水道管（途中が樹脂になっていて、アースの役目を果た 
さない場合があります） 


本製品の上に水などの入った花瓶等の容器や、クリツプ等の 
小さな金属物などを置かないでください。こぼれて製品内に 
入った場合、火災、感電のおそれがあります。万一、金属片、 
水、液体等の異物が本製品の内部に入った場合には、ただち 
に電源スイツチを切り、その後必ず電源プラグをコンセント 
から抜いて、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ■サ 
ポ_卜にご連絡ください。 

€ 

• 本製品が異常に熱くなったり、煙、異臭、異音が発生す 
るなどの異常が発生した場合には、ただちに電源スイツ 
チを切り、その後必ず電源プラグをコンセントから抜い 
て、お買い上げの販売店、または弊社カスタマ■サボー 
卜にご連絡ください。 

• 本製品を落としたり、カバーを破損した場合は、ただち 
に電源スイツチを切り、その後必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜いて、お買い上げの販売店、または弊社カス 
タマ • サボートにご連絡ください。そのまま使用します 
と、火災■感電のおそれがあります。 

0 

トナーまたはトナーの入った容器を火中に投じないでくださ 
し、。トナーが飛び散り、やけどのおそれがあります。 




A 注意 


0 

春本製品をほこりの多い場所や調理台 ■ 風呂場_加湿器の 
側など油煙や湯気の当たる場所には置かないで下さい。 
火災 ■ 感電の原因となることがあります。 

• 本製品を不安定な台の上や傾いたところ、振動■衝撃の 
多いところに置かないでください。落ちたり、倒れたり 
して、けがの原因となることがあります。 

❶ 

* 本製品を設置したら固定脚を使用して固定してくださ 
し、。 動いたり、倒れたりしてけがの原因となることがあ 
ります。インストレーシヨンガイドで固定脚を使用する 
よう指示がある製品については、固定脚で本体を固定し 
てください。動いたり、倒れたりして怪我の原因になる 
ことがあります。 

A 

本製品の内部にはやけどの原因となる高温部分があります。 
紙づまりの処置など内部を点検するときは、「高温注意」を促 
す表示がある部分（定着器周辺など）に、触れないでくださ 
し、。 

0 

• 本製品の通風口をふさがないでください。内部に熱がこ 
もり、火災■故障の原因となることがあります。 

• 本製品の周囲で引火性のスプレイや液体、ガス等を使用 
しないでください。火災の原因となります。 

0 

• トナーユニットや感光体ユニットは、フロッピーデイス 
クや時計等磁気に弱いものの近くには保管しないでくだ 
さい。これら製品の機能に障害を与える可能性がありま 
す。 

• トナーカートリッジや感光体等を子供の手の届くところ 
に放置しないで下さい。なめたり食べたりすると健康に 
障害を来す原因になることがあります。 

0 

• プラグを抜くときは電源コードを引っぱらないでくださ 
し、。 コードが傷つき、火災■感電の原因となることがあ 
ります。 

• 電源プラグのまわりに物を置かないでください。非常時 
に電源プラグを抜けなくなります。 



















本製品を移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか 
ら抜いて行ってください。コードが傷つき、火災■感電の原 
因となることがあります。 

連休等で本製品を長期間使用にならないときは、安全のため 
必ず電源ブラグをコンセントから抜いてください。 

❶ 

• 本製品を移動する際は必ず使用書等で指定された場所を 
持って移動してください。製品が落下してけがの原因と 
なります。 

• 本製品を狭い部屋等で使用される場合は、定期的に部屋 
の換気をしてください。換気の悪い状態で長期間使用す 
ると健康に障害を与える可能性があります。 

• 電源プラグは年1回以上コンセントから抜いて、プラグ 
の刃と刃の周辺部分を清掃してください。ほこりがたま 
ると、火災の原因となることがあります。 


換気について 

換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量の印刷を行うと、オゾンなどの臭気が気 
になり、快適なオフィス■家庭環境が保てない原因となります。また、印刷動作中 
には、化学物質の放散がありますので、換気や通風を十分行うように心掛けてくだ 
さぃ。 

物質エミッションについて 

粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼンおよび TVOC の放散については、 エコマーク 
No.117 「複写機 Version2 」 の物質 エ ミッションの放散速度に関する認定基準を満 
たしています。（トナーは本製品用に推奨しております純正品を使用し、複写を 
行った場合について、試験方法： RAL-UZ122:2006 の付録2に基づき試験を実施し 
ました。） 

2次電池（充電式リチウム電池）について 

本機では、2次電池は一切使用しておりません。 

印刷されたものの保存について 

• 長期間保存される場合は、光による退色を防ぐため光の当たらないところに 
保管してください。 

參印刷されたものを貼る場合、溶剤入りの接着剤（スプレーのりなど）を使用 
すると、トナーが溶けることがあります。 

• 通常の白黒印刷に比べてトナーの層が厚いため、強く折り曲げると折り曲げ 
たところでトナーが剥がれることがあります。 
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はじめに 


.んな機能があります 

お気に入りを使って送信する 

よく送信する相手先の短縮ダイアル 
および グループ ダイアルを登録し、 
ファクス番号の呼び出しをスピード 
アップできます。 ( p . 97) 


短縮ダイアルを使って送信す 
る 

よく送信する相手先のファクス番号 
を登録し、[登録宛先]キーとテン 
キーの組合せで呼び出して送信でき 
ます。 （ p . 100) 


登録宛先 



登録宛先 



オキニイリ 

1/2 

►ABC 

n 

■ 

DEF 


G 01 

■ 

u 


|U_J L_2J CXJ| 


|C^J 

X 2+ dzf 


L5J L 6 J 



アイテサキ 

1/236 

タンシ1ク 

r ィアル：_ 

Y ルー フ。 

r イアル=アテサキ 


登録した相手先を検索して送 
信する 

登録した相手先を、リストや含まれ 
る文字から検索して送信できます。 
( p .103) 


登録宛先 



x 4 
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こんな機能があります 

















受信文書を印刷しないでメモ 
リに保存する 

機密文書を受信したときなどを想定 
して、受信文書を印刷しないように 
設定してメモリに保存できます。 

( p . 71) 


受信文書を転送する 

受信した文書を指定したファクス番 
号、メ _ ルアドレスに転送できま 
す。 （ P .158) 


複数の相手先に送信する 

1回の送信で、複数の相手先に送信 
できます。 (□.112) 



る 

言 

送 

て 

し 

定 

指 

を 

刻 

時 


夜利 
深を 
。間。 

す時す 
ま引で 
き割的 
で金済 
信料経 
通話と 
に電る 
亥のす 
時ど信 
たな通 B ) 
し朝て 18 
定早し1 
指や用 (P 


こんな機能があります 
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各部の名称 

以下の図は、本書で使用している本機各部の名称を示しています。 


前面 

1操作パネル 

2自動原稿送り装置 ( ADF ) 

2 -a ADF カバー 
2 -b ガイド板 
2- c 原稿給紙トレイ 
2- d 原排紙トレイ 
2- e 原稿ストッパー 

エラー メッセージなどで、 
ADF を「ゲンコウオサエ」と表示 
する場合があります。 

Ik リーガルサイズの原稿を 

ADF で読み込む場合、原稿 
ストッパーを倒します。 

3ダストカバー 
4トレイ1(多目的トレイ） 

5排紙トレイ 
6補助トレイ 
7原稿ガラス 
8原稿カバーパッド 

9 スキヤナ ユニット 

10 USB メモりポート 
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各部の名称 

















背面 

1電源スイッチ 
2電源インレット 

3外付け電話機接続用コネクタ 
( TEL ) 

4回線コネクタ ( LINE ) 

5 USB ポート 

6 10 Base - T /100 Base-TX イーサ 
ネット （ Ethernet ) インター 
フエ _スポ_卜 



各部の名称 
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各部の名称 



接続 


各種接続方法 

ここではファクスの各種接続について説明します。誤った接続は他の機器に 
悪影響を与える場合がありますので、正しく接続してください。 

製品同梱の「インストレ _ シヨンガイド」の初期設定を行ってから本設定を 
行ってください。 

本機に留守番電話機を接続して、電話/ファクス自動切替え機能をご使用に 
なる場合は「備考」 （ p .33) をごらんください。 

ご注意 


ISDN 回線（ターミナルアダプタ、ダイアルアップルータ接続）や ADSL 回 
線に接続してご使用の場合 ISDN 接続機器（ターミナルアダプタ等）、 

ADSL 接続機器（スブリッタ等）が原因でファクス機能が正常に動作しない 
場合があります。その場合は、ご加入の回線業者へお問い合わせ〈ださい。 
ファクスの設置に伴う回線工事には、「電話工事担任者」資格を必要としま 
す。無資格者の工事は事故のもとになりますので、販売店もしくは、ご利用 
の電話会社にご相談ください。 


ISDN 回線、 ADSL 回線、デジタルテレビ、 CS チューナー、ひかり電 
話、ホームテレフオン等との接続においては、必ずしもファクス送 
受信を保障するものではありません。 


公衆回線への接続 

公衆回線に接続し、回線をファクス専用としてご使用になる 
場合 

ご使用の電話機コードを本機の背面の回線コネクタ ( LINE ) に接続してく 
ださい。 
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各種接続方法 















■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ ( UTILITY )] - [カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 

-[セツテイ ( UTILITY )] - [カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[デンワ/フ7クスモ -n :オフ 


公衆回線に接続し、電話とファクスの両方をご使用になる場 

本機に電話機を接続し、回線上で電話とファクスを兼用する場合の接続方法 
です。 

ご使用の電話機を本機の背面の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続 
してください。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシヤセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 


-[セツテイ ( UTILITY )] - [カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツ亍イ]- 
[ T ンワ/ファクスモ-卜'']:オン 


お使いの電話回線内ですでに何台かの電話機が接続されている場合 
は、本機または本機に接続されている電話機が使用できない場合が 
あります。この場合、配線工事が必要になりますので、取付工事を 
行った販売店か、ご利用の電話会社にご相談ください。 


各種接続方法 
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k 本機の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続できる端末（電話 
機など）台数は1台です。 

^本機の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続した電話機がファ 
クス内蔵電話機の場合、呼び出し応答時間設定が本機より短く設定 
されていると、着信時に本機側でファクスの受信ができない場合が 
あります。ご使用の機器の取扱説明書をご参照の上、本機の呼び出 
し応答時間よりも長く設定してください。 

1^5" 各種サービス（キヤツチホン/ナンパー■ディスプレイ/ダイアルイン 
など）は、ファクスでは使用できません。 

k 電話機子機からの転送受信はできません。 
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各種接続方法 



ISDN 回線への接続 


ISDN 回線（電話番号が1つ）に接続する場合 

ISDN 回線で電話番号が1つの場合、ターミナルアダプタ（またはダイアル 
アップルータ）のアナログポ_卜に本機を接続し、ご使用の電話機を本機の 
背面の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続してください。 

1^5" ターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）の空きポート 
は「使用しない」に設定してください。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセッテイ]-[ツウシンセッテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセッテイ]- 
[デンワ/ファクスモ -n :オン 

[^5 電話とファクスは同時に使用することはできません。 

1^5" ターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）側に本機を接 
続して電話の発信、着信、通話を確認してください。 

万一、本機が使えないときは、ターミナルアダプタ（またはダイア 
ルアップルータ）の設定を確認してください。 


各種接続方法 
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1^5" ターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）によってはブ 
ランチ接続（並列接続）が動作保障外の場合があります。 

ターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）の仕様につい 
てはターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）の取扱い 
説明書をご覧いただくかターミナルアダプタ（またはダイアルアッ 
プルータ）の販売メーカーにお問い合わせください。 

k 本機の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続した電話機がファ 
クス内蔵電話機の場合、呼び出し応答時間設定が本機より短く設定 
されていると、着信時に本機側でファクスの受信ができない場合が 
あります。ご使用の機器の取扱説明書をご参照の上、本機の呼び出 
し応答時間よりも長く設定してください。 


ISDN 回線（電話番号が2つ）に接続する場合 

電話番号とファクス番号を使い分けることが可能です。 

ターミナルアダプタ（またはダイアルアップルータ）のファクス用電話番号 
が割り当てられているアナログポートに本機を接続してください。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用ください。 
-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[テ•ンワ/ファクスモ -n :オフ 

k 本機の外付け電話機接続用コネクタ （ TEL ) に接続した電話機がファ 
クス内蔵電話機の場合、呼び出し応答時間設定が本機より短く設定 
されていると、着信時に本機側でファクスの受信ができない場合が 
あります。ご使用の機器の取扱説明書をご参照の上、本機の呼び出 
し応答時間よりも長く設定してください。 
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各種接続方法 




ADSL 回線に接続する場合 

スプリッタの TEL 側端子に本機を接続し、ご使用の電話機を本機の背面の 
外付け電話機接続用コネクタ (TEL) に接続してください 
誤った接続の場合、ノイズや通信 エラー の原因になります。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 

さい。 

-[セ';/テイ (UTILITY)] -[カンリシャセッテイ]-[ツウシンセッテイ]- [PSTN/PBX] : 
PSTN 

-[セツテイ (UTILITY)] -[カンリシャセッテイ]-[ツウシンセッテイ]- 
[ f ンヮ/ファクスモ -n :オン 

-[セツ テイ （ UTILITY)] - [-/ iv > セツ テイ]-[シ，' 1 シンモ-卜、']:才-トシ'' 1 シン 

Ik 並列（ブランチ）接続はおやめください。通話音質の低下、ノイズ 
の発生、通信エラーなどの原因になります。 

k IP フォンを使用してファクス通信を行う場合は、お客様が契約され 
ているプロバイダの通信品質が保証されていることを確認してくだ 
さい。 

1^5" 自分の声または相手の声が聞きづらい（ひびく）場合、スブリッタ 
が影響している可能性がありますのでスブリッタを交換すると改善 
する場合があります。 


各種接続方法 
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k 接続イメージ図内の点線枠の部分は、使用機器によって一体型の 
ADSL モデムの場合もあります。 

^本機の外付け電話機接続用コネクタ ( TEL ) に接続した電話機がファ 
クス内蔵電話機の場合、呼び出し応答時間設定が本機より短く設定 
されていると、着信時に本機側でファクスの受信ができない場合が 
あります。ご使用の機器の取扱説明書をご参照の上、本機の呼び出 
し応答時間よりも長く設定してください。 
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各種接続方法 



デジタルテレビや CS チューナーに接続する場合 

デジタルテレビや cs チューナーは、本機の背面の外付け電話機接続用コネ 
クタ （ TEL ) に接続します。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[デンワ/フ 7 クスモ -n :オン 

-[セツテイ （ UTILITY )]- [シ ''1 シンセツ亍イ]-[シ、シンモ-卜、']:才-トシ''1シン 


各種接続方法 
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ひかり電話に接続する場合 

ひかり電話対応機器（ルータなど）のアナログポートに本機を接続し、ご使 
用の電話機を本機の背面の外付け電話機接続用コネクタ (TEL) に接続して 
ください。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ (UTILITY)] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- [PSTN/PBX] : 
PSTN 

-[セツテイ (UTILITY)] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[f ンヮ/ファクスモ -n :オン 

ひかり電話の詳しいサービス内容、およびひかり電話対応機器の設 
定方法や不具合は NTT にお問い合わせください。 

ひかり電話対応機器へ設定するデータは、 NTT から郵送される書面 
をご確認ください。 
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各種接続方法 




構内交換機 （ PBX )、 ビジネス フォン、ホームテレフォンに 
接続する場合 

PBX などの制御装置は、本機の背面の外付け電話機接続用コネクタ （ TEL ) 
に接続します。 

回線数が1つの場合の例を示します。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PSTN 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[テ•ンワ/ファクスモ -n :オン 

-[セツテイ （ UTILITY )]- [シ ''1 シンセツ亍イ]-[シ、シンモ-卜、']:才-トシ''； l シン 


各種接続方法 
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内線電話として接続する場合 

構内交換機 ( PBX ) またはビジネスフォンを使用しているところに本機を内 
線接続する場合、構内交換機 ( PBX ) またはビジネスフォン主装置の設定を 
アナログ2芯用に変更してください。詳細は、配線工事を実施した販売店 
にご相談ください。 



■ 本機操作パネルの設定： 

本接続をご使用になる場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使用くだ 
さい。 

—[セツ テイ ( UTILITY )] - [カンリシ ヤセッ テイ]-[ツウシン セツ テイ]- [ PSTN / PBX ] : 
PBX 
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各種接続方法 





備考 

本機操作ゾ《ネルのメニューとの組合せにより更に便利にご使用いただけま 
す。 

■ 外付け電話機を接続して電話/ファクスを自動切替えしたい場合 

以下の設定によりファクスの場合は自動受信され、電話の場合は電話着信を 
不し 主す 0 

必用に応じて設定してください。 

-[セツ テイ （ UTILITY)] - [-/ !•» セツ テイ]-[シ，'1シンモ-卜、']:才-トシ''ュシン 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[デンワ/ファクスモ -n :オン 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[ルスハ'' ンテ'' ンワセツソ''ク ] :オフ 

■ 外付け電話機を接続して留守番電話を使用する場合 
本機に留守番電話を接続する場合は、本機操作パネルを以下に設定してご使 
用ください。 

-[セ';/テイ （ UTILITY )]- [シ ''1 シンセツ亍イ]-[シ，'1シンモ-卜*]:才-トシ''ュシン 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[テ''ンワ/ファクスモ -n :ォフ 

-[セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]- 
[ルスハ'' ンテ'' ンワセツソ''ク ] :オン 


各種接続方法 
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各種接続方法 



操作パネルと 

メニュー 


操作パネルについて 


12 5 7 6 8 7 9 11 121314 



3 

4 10 15161718 

No . 

名称 

機能 

1 

[登録宛先]キ_ 

■ お気に入り、短縮ダイアル、グループダイアル 
に登録されている内容が表示されます。 

■ お気に入りについては「お気に入りを使って送 
信する」 （ P .97) を、短縮ダイアルについては、 
「短縮ダイアル番号を使って送信する」 （ P .10 ⑴ 
を、グループダイアルについては「複数の相手 
先に送信する（グループダイアル）」 （ p .115) 

をごらんください。 

2 

自動受信ランプ 

■ 自動受信に設定されているときに点灯します。 

■ 詳しくは、「自動受信（ファクス専用）」 

( P .151)、 「自動受信（電話/ファクス自動切替 
え）」 （ p .153)、 「自動受信（外付け電話機の留 
守番機能を使用）」 （ p .155) をごらんくださし''。 

3 

[リダイアル/ 
ポーズ]キー 

■ 最後に送信したファクス番号を表示します。 

■ 詳しくは、「リダイアル機能を使用して送信す 
る」 （ P .110) をごらんください。 

■ 送信するファクス番号にポ ズを入れます。 

4 

[オンフック] 

キー 

■ 受話器をとった状態にします。もう一度キーを 
押すと受話器を置いた状態に戻ります。 

■ 詳しくは、「ファクスを手動送信する」 （ p .127) 
をごらんください。 
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操作パネルについて 



















































No . 

名称 

機能 

5 

メツセ—ジウイ 
ンドウ 

■ 設定メニュー項目やメッセージが表示されま 
す 。 

■ 詳しくは、「設定メニューを設定する」 （ P .70) 

をごらんください。 

6 

[▲]/[▼] キー 

■ 設定メニューの表示中は、選択マーク （►) 

を上下に移動します。 

■ 詳しくは、「設定メニューを設定する」 （ p .70) 

をごらんください。 

7 

[◄]/[►] 

キー 

■ 設定メニューの表示中は、選択マークを左右に 
移動します。 

■ 詳しくは、「設定メニューを設定する」 ( p .70) 

をごらんください。 

8 

[選択]キー 

■ 選択されているメニュー項目を決定します。 

■ 詳しくは、「設定メニューを設定する」 ( p .70) 

をごらんください。 

9 

エラーランプ 

■ エラー発生時に点灯します。 

■ 詳しくは、「エラーメッセージ」 （ p . 21 0) をご 
らんください。 

10 

[戻る]キー 

■コピ_部数や入力した文字を取消します。 

■ ひとつ前の画面に戻ります。 

■ 表示されている設定を取消します。 

■ 詳しくは、「設定メニューを設定する」 （ p .70)、 
「入力のしかた」 （ p .216) をごらんください。 

11 

テンキー 

■ コピー部数を入力します。また、ファクス番 
号、メールアドレス、名前などを入力します。 

■ 相手先の指定については、「相手先を指定する」 
( P .94) を、入力方法については、「入力のしか 
た」 （ p .216) をごらんください。 

12 

[ファクス] キー 

■ ファクスができる状態にします。 

■ ファクスモード時に緑色に点灯します。 

■ 詳しくは、「ファクスモード画面」 ( p .40) をご 
らんください。 


操作パネルについて 
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No. 

名称 

機能 

13 

[スキヤン]キー 

■ スキャンができる状態にします。（スキャンし 
たデータをメールで送信す る、 FTP サーバや 
コンピュータの共有フォルダに送信する、また 
USB メモリや PC に保存する場合。） 

■ スキャンモード時に緑色に点灯します。 

■ スキャン機能については、「プリンタ/コピー/ 
スキャナユーザーズガイド」 (Documentation 
CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんくだ 
さい。 

14 

[コピー]キー 

■ コピーができる状態にします。 

■ コピーモード時に緑色に点灯します。 

■ コピー機能については、「プリンタ/コピー/ス 
キヤナユーザーズガイド」 (Documentation 
CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんくだ 
さい。 

15 

[スタート（モノ 
クロ）]キー 

■ モノクロコピー、モノクロスキャンまたはファ 
クスを開始します。 

■ 詳しくは、「基本的な送信のしかた」 （ p .82)、 
「手動受信（主に電話専用）」 （ P .156) をごらん 
ください。 

16 

スタートランプ 

■ コピー、スキャンまたはファクスが可能なとき 
は、青色に点灯します。 

■ 下記の場合は、オレンジ色に点灯します。 

• ウォーミングアップ中 

• エラー発生時など、コピー、スキャンまた 
はファクスが不可能なとき 

• 操作パネルメニュー設定中 

• スキャンキー、ファクスキーを押し下げた 
とぎ 

17 

[スタート（力 
ラー)]キー 

■ カラーコピー、カラースキャンまたはファクス 
を開始します。 

■ 詳しくは、「基本的な送信のしかた」 （ p .82)、 
「手動受信（主に電話専用）」 ( p .156) をごらん 
ください。 
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操作パネルについて 




No . 

名称 

機能 

18 

[ストツプ/リ 
セツト]キー 

■ 変更した設定を取消します。 

■ 機能を停止します。 

■ 詳しくは、「基本的な送信のしかた」 （ p .82) を 
ごらんください。 


操作パネルについて 
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ファクスモード画面 


メイン画面（ファクスモード) 


3 — 

4 — 


1 

1 

2 

| 

12:00 

メモリ：100% 

►フツウ/モシ， 

n 

■ 

ファクスソウシン 

サキ = 

: ss-> センタク 



No . 

表示 

詳細 

1 

時刻 

現在の時刻が表示されます。時刻の設定 
は、設定メニューの「セッテイ ( UTILITY ) / 

カンリシャセッテイ/ユ-サ* - セッティ/ニチン*セッテむで 
行います。 

2 

使用可能メモリ 

使用可能なメモリ容量をパーセント（％) 

で表示します。 

3 

ファクス設定 

現在の設定の確認や、各種設定の変更を行 
います。詳しくは、「ファクス設定」 

( P .41) をごらんください。 

4 

ステータス 

使用状況に応じてメ ッ セージが表示されま 
す 0 
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ファクスモード画面 














■ ファクス設定 



12:00 

メモリ：100% 


トフツウ/モシ* 

n 

■ 


ー ファクスソウシン 

サキ Z 


2 E _> センタク 



$[▲]/[▼] キ-を押す 



12:00 

メモリ：100% 

3— 

>シ♦コクシテイ 

ソウシン S 

4— 

—メモ 1 J ソウシン 

ss-> センタク 

■ 

U 


$[▲]/[▼] キ-を押す 



12:00 メモリ：100% 

5— 

- N ■ヨヤクキャンセル S 

6— 

—セッテイ （ UTILITY ) Z 


ss-> センタク 


$[▲]/[▼] キ-を押す 

12:00 メモリ：100% 

7——►レホ。-卜/ステ-タス S 

!! S -> センタク 


No. 

表示 

詳細 

1 

ファクス品質 

設定されているファクス品質が表示されま 
す。ファクス品質の設定方法について詳し 
くは、「送信設定メニュー」 （ P .65)、 「画質 
を調整する」 （ P .90) をごらんください。 


ファクスモード画面 
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No . 

表示 

詳細 

2 

ファクス送信先 

設定されているファクス送信先が表示され 
ます。送信先の設定方法について詳しく 
は、「相手先を指定する」 （ P .94)、 「複数の 
相手先を指定する」 （ P .112) をごらん〈だ 
さい。 

k 送信先が設定されていない場合は 
「ファクスソウシンサキ」と表示されます。 

3 

タィマ_送信 

タイマー送信を実行する時刻を設定しま 
す。詳しくは、「指定した時間にファクス 
を送信する（タイマー送信)」 （ p .118) を 
ごらんください。 

4 

送信モード 

設定されているファクス送信モードが表示 
されます。送信モードの設定方法について 
詳しぐよ、「送信設定メニュー」 （ P .65)、 
「メモリ送信とクイック送信について」 
( P .124) をごらんください。 

5 

ヨヤクキャンセル 

送信待ち状態になっているジョブの一覧を 
表示し、ジョブを取り消します。詳しく 
は、「送信予約をキャンセルする」 （ p .133) 
をごらんください。 

1^5" ファクス送信先が設定されている場 
合は表 7 F されません0 

6 

セッティ ( UTILITY ) 

本機の各種設定を変更します。詳しくは、 
「設定メニュー」 （ p .52) をごらんくださ 
い。 

1^5ファクス送信先が設定されている場 
合は表 7 F されません。 

7 

レホ 。 -h /ステ-タス 

本機で実行した印刷の合計枚数やファクス 
の送受信結果を確認したり、レポートを印 
刷することができます。詳しくは、「通信 
管理」 （ p .195) をごらんください。 

[^ S ファクス送信先が設定されている場 
合は表 7 F されません0 
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ファ ク スモー ド画面 




ファクスモードへ切り替えるには 

ファクス機能を使うときは、[ファクス]キーが緑色に点灯していることを 
確認します。 

緑色に点灯していない場合は、[ファクス]キーを押してファクスモードに 
切り替えます。 

コピーモード中またはスキャンモ _ ド中に、[リダイアル/ポーズ]キ _ 、 
[オンフック]キーを押すと、ファクスモードに切り替わります。 


画面シンポルー覧 


シンボル 

説明 

^3 

ダイアル中 

本機が相手先を呼び出しているところです。 


着信中 

着信があり、呼び出されているところです。 

□□ 

送信中 

原稿が送信されているところです。 

□□ 

受信中 

相手先からの文書を受信しているところです。 

a 

読み込んだ原稿の 
ページ数 

読み込んだ原稿のページ数がこのシンボルの横 
に表示されます。 

太 

1—ン 

通信設定でパルスが設定されている場合、この 
シンボルが表示されているときは、卜ーンを送 
出します。 

p 

ポーズ 

ファクス番号中にポーズが揷入されています。 

□ 

タイマー送信予 
約、一括送信予約 
あり 

タイマー送信、一括送信が予約されています。 

□ 

メモリ受信中 

メモリ受信が設定されています。 


ファクスモード画面 
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操作パネルのメニュ-覧 

本機の操作パネルで設定できるメニューの構成は以下のとおりです。 
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操作パネルのメニユ——覧 



































操作パネルのメニュ——覧 












操作パネルのメニュ——覧 


4 


























操作パネルのメ 




レホ。-卜/ 
ステ-タス 


トータルフ。リント 



操作パネルのメニユ——覧 






設定メニュー 

常用する設定が初期設定となるように、設定メニューで変更できます。 

太字は工場出荷時の設定値を表します。 

_設定メニューの設定については、「設定メニューを設定する」 （p.70) 
をごらんください。 

用紙設定メニュー、コピ_設定メニュー、スキャナ設定メニュ_の 
設定については、「プリンタ/コピー/スキャナューザーズガイド」 
(Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）をごらんくださし、0 


本体設定メニュー 


本機の動作や表示に関する設定を行うには、 メニューから「マシン セツ テイ （ L )」 
を選択します。 


才-トリセット 

設定 

オフ / 30sec / Imin / 2min / 3min / 

4min / 5min 

本機を操作しなくなってから一定時間経過したとき、 
全ての設定を取り消し、初期設定に戻すかどうかを選 
択します。 

自動リセット機能を設定するには、 30sec (秒）、 

Imin、2min、3min、4min、5min (分）から才ートリ 
セットがはたらくまでの時間を選択します。 

オフを選択した場合、自動リセット機能ははたらきませ 
ん〇 

スリーフ°モ-卜'' 

設定 

5min / 15min / 30 min / 60min 

本機を一定時間使用しない場合に、節電モ_ドへ移行 
するまでの時間を設定します。 

単位は分です。 

LCD コントラスト 

設定 

(薄い）(濃い) 

メ ツセー ジウインドウの明るさを設定します。 
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設定メニュー 













キ-スピ-卜、、 

カイシマテ V 

シ、、カン 

設定 

0.1 sec / 0.3sec / 0.5sec / 1 .Osec /1 .5sec / 
2.0sec / 2.5sec / 3.0sec 

キーの長押しにより、力ーソルが連続移動を開始する 
までの時間（単位：秒）を設定します。 

カンカク 

シ、、カン 

設定 

0.1 sec / 0.3sec / 0.5sec /1 .Osec /1 .5sec / 
2.0sec / 2.5sec / 3.0sec 

カーソルが各項目や文字挿入位置を連続移動する際の 
移動間隔を設定（単位：分）します。 

ゲン: r 

(LANGUAGE) 

設定 

ヒ ngiish / French / German / Italian / 
Spanish / Portuguese / Russian / Czech 
/ Slovak / Hungarian / Polish / 

Japanese (ニホン コ* ) 

メツセージウインドウの表示言語を、選択した言語に 
切り替えることができます。 

文字が正しく表示されないため、 「 English 」 お 
よび 「Japanese ( こホン: T' )」 以外の言語は選択 
しないでください。 

rr - オンリョウ 


オフ / ショウ/デイ 

警告音とキーを押したときの確認音の音量を設定しま 
す 0 

ショキ モ - 卜、、 


コ ピ -/ ファクス 

本機の電源をオンした後または才一トリセット後の 
モードを設定します。 

トナ-エンフ。ティセッティ 


オン/オフ 

トナーが無くなったときに、印刷、コピー、ファクス 
の印刷を停止するか（オン）、続行するか（オフ）を設定 
できます。 

■オン：トナーが無くなったときに、印刷、コピー、 
ファクスの印刷を停止します。 

■オフ：トナーが無くなったときでも、印刷、コピー、 
ファクスの印刷を継続できますが印刷結果は保証 
されません。 

その後も印刷、コピー、ファクスを続けると、 
「トナ-がシ'ュミヨウ T ス /X トナ-ヲコウカンシテクダサイ」を表示 
し、印刷、コピ_、ファクスを停止します。 

トナ-口 - メッセ-シ'' 

設定 

オン/オフ 

トナーの残りが少なくなると、メッセージが表示され 
ます。 


設定メニュー 
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シ.ドウケイソ''ク 


オン/オフ 

「オン」に設定すると、用紙 エラー が発生しているとき 
でも印刷を継続します。 

「オフ」に設定すると、用紙 エラー が発生すると印刷を 
中止します。ただし、用紙 エラー を検知するまで数枚 
印刷する場合があります。 

力 ♦ ソ♦ウリフレッシュ 

設定 

オン/オフ 

印刷した画像に周期的な白薄い横線が入る場合に使用 
します。 

k この機能を使用すると、トナーが消費されま 
すのでご注意ください。 

リヨ ウメン スヒ。一 卜'' 

1設定値1 

才-卜/ スピー ト、、 ユウセン / 力、、 シッ ユウセン 

両面 印刷時の印刷速度を設定します。 

■才-卜：印刷速度は自動的に設定されます。 

■ スピ-卜'' 1ウセン：印刷速度を優先しますが、印刷品質 
が低下することがあります。 

■ r シクユウセン：印刷品質を優先するため、印刷速度は 
下がりますが、印刷品質が向上することがありま 
す。 

カイチョウ Jl ■'セイ 

設定 

オン/オフ 

画像階調を補正します。 

「オン」に設定すると、画像階調の補正を開始します。 

k この機能を使用すると、トナーが消費されま 
すのでご注意ください。 
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設定メニュー 




管理者設定メニュー 

ネットワークに関する設定など、本機の管理者設定を行うには、設定メ 
ニューから「カンリシャセッテイ」を選択します。 

「カンリシャセッテイ」は管理者専用の設定メニューです。このメニューの設 
定項目を表示するには、「カンリシャセッテイ」を選択後、テンキーで6桁の 
管理者番号（初期値： 00000 0) を入力してから[選択]キーを押し 
てください。 


カンリシャ No. 

新しい管理者番号を設定します。 

リモ-トモニタ 


オフ/オン 

リモートモニタ機能を使用するかどうかを設 
定します。 

■ オン： テクニカルサボートによるメニュー 
モードへのアクセスが可能になります。 

■ オフ： テクニカルサボートによるメニュー 
モードへのアクセスはできません。 

Ik この設定はテクニカルサボートが使用 
するためのものです。通常は設定を変 
更しないでください。 

ネットワ-ク 

セッティ 

TCP/IP 


キンシ/キヨカ 

本機のネットワーク接続を禁止するか、許可 
するかを設定します。 

ip アト''レスセッテイ 


シ * 卜‘ウシュトク/コティ 

ネットワーク上で本機が使用する ip アドレ 
スを設定します。 

_シ''卜''ウシ1トク： ip アドレスが自動的に取得さ 
れます。 

■コテイ： rip アト''レス」、「サフ''ネットマスク」、 

「デ-トウIイ」を手動で入力して設定します。 

DNS セッティ 


キンシ/キヨカ 

DNS (ドメインネームシステム）を禁止する 
か、許可するかを設定します。 

「キヨカ」を選択した場合、 DNS サーバのアド 
レスを3つまで指定することができます。 
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ネットワ-ク 

DHCP 


キンシ/キヨカ 

セッティ 


ネツトワーク上に DHCP サーバが存在する場 
合に、 IP アドレスなどのネツトワーク情報を 
DHCP サーバから自動的に取得するかどうか 
を設定します。 


BOOTP 


キンシ/キヨカ 



ネットワーク上に BOOTP サーバが存在する 
場合に、 IP アドレスなどのネットワーク情報 
を BOOTP サーバから自動的に取得するかど 
うかを設定します。 


ARP/PING 


キンシ/キヨカ 



IP アドレスの取得時に ARP / PING コマンド 
を使用するかしないかを設定します。 


HTTP 


キンシ/キヨカ 



HTTP (ハイパーテキスト転送プロトコル） 

を禁止するか、許可するかを設定します。 


FTP 


キンシ/キヨカ 



FTP (ファイル転送プロトコル）を禁止する 
か、許可するかを設定します。 


SMB 


キンシ/キヨカ 



SMB (サーバメッセージブロック）を禁止す 
るか、許可するかを設定します。 


BONJOUR 


キンシ/キヨカ 



Bonjour (ボンジュール）を禁止するか、許 
可するかを設定します。 


IPP 


キンシ/キヨカ 



ipp (インターネットプリンティングプロト 
コル）を禁止するか、許可するかを設定しま 
す。 



「 HTTP 」 を「キンシ」に設定している場 
合は、 IPP は設定できません。 
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ネットワ-ク 

セッティ 

SLP 


キンシ/キヨカ 

SLP (サービスロケーシヨンプロトコル）を 
禁止するか、許可するかを設定します。 

SNMP 


キンシ/キヨカ 

SNMP (シンプルネットワークマネージメン 
トプロトコル）を禁止するか、許可するかを 
設定します。 

SPEED/DUPLEX 

設定 

シ ♦! •.ウシ 1 トク./ 10BASE-T FULL / 
10BASE-T HALF / 100BASE-TX 
FULL / 100BASE-TX HALF 

通信速度と双方向通信の通信方式を設定しま 
す。 

メール セッティ 

SMTP 


キンシ/キヨカ 

本機のメール送信機能を禁止するか、許可す 
るかを設定します。 

ソウ シンシャ メイ 

メールの送信者名（英数字、記号で最大20 
文字）を入力します。 

初期設定は 「 magicolor_ 1690 MF 」 です。 

メール アト、' レス 

メール送信者のメールアドレス（英数字、記 
号で最大 64 文字）を入力します。 

ケンメイ 

メールで使用する件名（英数字、記号で最大 
20文字）を入力します。 

初期設定は 「From mc1690MF 」 です。 

SMTP サ-ハ、、 

SMTP サーバの IP アドレスまたはホスト名 
(英数字、記号で最大 64 文字）を入力しま 
す。 

初期設定は「0.0.0.0」です。 

SMTP ホ。-卜 No. 


1- 65535 (初期設定： 25) 

SMTP サーバのポートを設定します。 

SMTP サ-ハ、、タイム 
アウト 


30 ~ 300sec (初期設定： 60sec) 

SMTP サーバのタイムアウト時間（単位： 

秒）を設定します。 
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メール セッティ 

テキストソウニュウ 


オフ/オン 



規定テキストをメ ッ セージの本文に揷入する 
かどうかを設定します。 



「オン」に設定した場合、以下のテキストが 
メ ッ セージの本文に揷入されます。 



The attachment file is a **** format file . 



Image data (**** format ) has been attached to 
the email . 



Ife **** :選択されているファイル形式が 
表不されます。 


POP 

キンシ/キヨカ 


キンシ/キヨカ 


BEFOR 

ESMTP 


POP Before SMTP を禁止するか、許可する 
かを設定します。 




「キヨカ」に設定した場合は、時間（単位：秒） 

を設定します。設定範囲は〇〜 60 sec (初期 
設定： 5 sec ) です。 



POP 3 

ザ-ハ、、 

アト''レス 

POP Before SMTP 認証で使用する POP 3 
サーバの IP アドレスまたはホスト名（英数 
字、記号で最大64文字）を入力します。 




初期設定は「0.0.0.0」です。 



POP 3 

設定 

1- 65535 (初期設定：110) 



ホ。-卜 No _ 

POP 3 サーバとの通信に使用するポートを設 
定します。 



POP 3 

設定 

30 ~ 300 sec (初期設定： 30 sec ) 



タイムアウト 

POP 3 サーバのタイムアウト時間（単位： 

秒）を設定します。 



POP 3 

アカウント 

POP 3 サーバ認証で使用するユーザ名（英数 
字、記号で最大63文字）を入力します。 



POP 3 

ハ。スワ-卜'' 

POP 3 サーバ認証で使用するパスワード（英 
数字、記号で最大15文字）を入力します。 
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メールセッティ 

SMTP 

キンシ/キヨカ 


キンシ/キヨカ 


AUTH . 


SMTP 認証を禁止するか、許可するかを設定 
します。 



SMTP 
ユ-サ、、メイ 

SMTP 認証で使用するユーザ名（英数字、記 
号で最大63文字）を入力します。 



SMTP 

ハ。 スワ-卜'' 

SMTP サーバ認証で使用するパスワード（英 
数字、記号で最大15文字）を入力します。 

LDAP 

キンシ/キヨカ 



キンシ/キヨカ 

セッティ 



LDAP 機能を禁止するか、許可するかを設定 
します。 


LDAP サ- ハ、、 アト'、レス 

LDAP サーバの IP アドレスまたはホスト名 
(英数字、記号で最大64文字）を入力しま 
す。 




初期設定は「0.0.0.0」です。 


LDAP ホ。- 

-h No . 

設定 

1〜65535 (初期設定： 389) 




LDAP サーバのポートを設定します。 


SSL セツテイ 


キンシ/キヨカ 




SSL 通信を禁止するか、許可するかを設定し 
ます。 


ケンサクへ*-ス 

LDAP サーバのデイレクトリから、検索開始 
位置（英数字、記号で最大64文字）を指定 
します。 


ソ'，クセイ 


名前またはメールアドレスを検索する際に使 
用する属性（英数字、記号で最大32文字） 

を設定します。 




初期設定は 「 cn 」 です。 
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LDAP 

セッティ 

ケンサクホウホウ 


ハシ''マル/フクム/オワル 

検索方法を設定します。 

「ハゲマル」を設定した場合は、指定した文字で 
始まっている名前またはメールァドレスのみ 
が検索されます。 

「フクム」を設定した場合は、指定した文字が含 
まれている名前またはメールァドレスが検索 
されます。 

「ォヮル」を設定した場合は、指定した文字で終 
わっている名前またはメールァドレスのみが 
検索されます。 

LDAP タイムアウト 

設定 

5 ~ 300 sec (初期設定： 60 sec ) 

検索のタイムアウト時間（単位：秒）を設定 
します。 

サイグイケンサクスウ 

設定 

5 -100 (初期設定：100) 

検索結果の最大表示件数を設定します。 

ニンショウホウシキ 

設定 

トクメイ / SIMPLE / DIGEST - MD 5 / 
GSS-SPNEGO 

LDAP サーバのログインに使用する認証方式 
を設定します。 

LDAP アカウント 

LDAP サーバへの接続に使用するユーザ名 
(英数字、記号で最大64文字）を入力しま 
す。 

LDAP ハ。スワ -K 

LDAP サーバへの接続に使用するパスワード 
(英数字、記号で最大32文字）を入力しま 
す。 

トリインメイ 

LDAP サーバへの接続に使用するドメイン名 
(英数字、記号で最大64文字）を入力しま 
す。 

USB セッティ 


Windows / Mac 

本機と USB ケーブルで接続しているコン 
ピュータのオペレーテイングシステムを選択 
します。 
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ツウシン 
セツテイ 


卜-ン ハ、。 ルス 

設定 

卜-ン/ /\°ルス 

回線の種類を選択します。回線の種類が正し 
く選択されていないと、ファクス通信はでき 
ません。 

ご使用の回線の種類を確認してから、設定し 
てください。 

_ュ -r- セッテイの「ファクス ptt セ';/テイ」が 
「 U . S . Aj 、「 Canada 」、「 NewZealand 」 
の場合、設定は変更できません。 

モニタオンリヨウ 


オフ/ショウ/グイ 

回線モニタ音の音量を選択します。 

1^5" 「オフ」に設定している場合でも、[オン 
フック]キーを押したときにはモニタ 
音が聞こえます。 

PSTN/PBX 


PSTN/ PBX 

PSTN または PBX は、ご利用の環境に合わ 
せて選択します。 

_ PSTN :ご利用の環境に電話交換機などが 
ない場合に選択します。 

■ PBX :ご利用の環境に電話交換機などがあ 
り、内線電話システムなどを用いている場 
合に選択します。 「 PBX 」 を選択した場合 
は、外線発信番号を設定します。 

テ*ンワ/ファクスモ-卜'' 


オフ/オン 

着信後、自動的に電話着信とファクス受信を 
切り替える機能です。電話機を接続した場合 
に設定します。 

■オフ：ファクスの場合は自動受信され、電話 
の場合は応答音だけ相手に返します。 

■オン：ファクスの場合は自動受信され、電話 
の場合は呼び出し音が鳴ります。 

_シ''ユシンセツテイでの「シ''ユシンモ-卜''」は 
「才-卜 y ュシン」に設定します。 
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ツウシン 
セッティ 

テ*ンヮヨビグシシ''カン 

設定 

5 sec /1 0 sec /1 5 sec / 20sec / 
25 sec / 30 sec / 60 sec / 90 sec / 

1 20 sec /1 50 sec /1 80 sec /240 sec 

電話の呼び出し時間（秒）を設定します。 

「テ''ンワ/ファクスモ-卜''」が「オン」の場合に設定が 
有効になります。 

ルスハ'' ンテ'' ンワセツソ''ク 


オフ/オン 

電話機の留守番電話機能を使う場合に設定し 
ます。 

「オン」に設定した場合、留守番電話応答中に 
ファクス信号を検出するとファクス受信に切 
替えます。 

_シ''ユシンセツテイでの「シ''ユシンモ-卜''」は 
「才-トシ''1シン」に設定します。「テ''ンワ/ 
ファクスモ-卜''」は「オフ」に設定してくだ 
さい。 

ユ - サ、、- 
セッティ 

ファクス PTT セツテイ 

設定 

Argentina / Australia / Austria / 
Belgium / Brazil / Canada / 
China / Czech / Denmark / 

ヒ urope / i-inlana / t-rance / 
Germany / Greece / hong Kong 
/ Hungary / Ireland / Israel / 
Italy / Japan / Korea / Malaysia 
/ Mexico / Netherlands / New 
Zealand / Norway / Philippines / 
Poland / Portugal / Russia / 
Saudi Arabia / Singapore / 
Slovakia / South Africa / Spain / 
Sweden / Switzerland / laiwan / 
Turkey / U . S.A / United Kingdom 
/ Vietnam 

本機を設置した国を設定します。 
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ュ - サ、、- 
セッティ 

- fv セッティ 

設定 

シ''カン： 00:00 ~ 23:59 

ヒッ''ケ： 00/01/01〜99/12/31 

タイムデーン： GMT +12:00 ~ 
GMT -12:00 (30 分間隔) 

現在の日時およびタイムゾーンをテンキーで 
入力します。 

_「ユ-サ''- セツ テイ/ファクス PTT セツ テイ」が 

「 U . S . A 」 または 「 Canada 」 に設定さ 
れている場合、サマータイムに合わせ 
て自動的に時刻が変更されます。（開 
始日： 4月の第1日曜日午前2時、終 
了日：10月の最終日曜日午前2時） 

ヒツ''ケノケイシキ 

設定 

MM/DD/YY / DD / MM/YY / 
YY / MM/DD 

レポートやリストの日時表示の形式を選択し 
ます。 

コティハ*ィリツ 


インチ/ メトリック 

ズーム倍率のプリセットで使用する単位系 
を、インチまたはミリメートルのいずれかに 
設定します。 

ファクスハ''ンコ''ウ 

本機のファクス番号を入力します。数字、ス 
ペース、+、-で20桁まで入力できます。 

ここで設定したファクス番号が送信先の文書 
のヘッダに印刷されます。 

ハツ シンモト 

発信元名を入力します。英数字、記号で最大 
32文字まで入力できます。 

ここで設定した発信元名が送信先の文書の 
ヘッダに印刷されます。 

才-卜 

リタ'' ィアル 

才-トリタ''イアルカイスウ 

設定 

1-10 (初期値：1回） 

相手が通話中などで応答できない場合にリダ 
イアルする回数を1〜10回の間で設定しま 
す。 

カンカクシ''カン 

設定 

2〜99 (初期値： 2分） 

リダイアルの間隔を2〜99分の間で設定し 
ます。 
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ダイアル登録メニュー 

お気に入り、短縮ダイアル、グループダイアルを登録するには、設定メ 
ニューから「夕''イアルトウロク」を選択します。 


オキニイリ 

よく使う短縮ダイアル番号またはグループダイアルを、 
お気に入りに登録します。[登録宛先]キ_を押し、 
[▼]/[▲] キーですばやく指定できます。 

お気に入りは最大20件登録できます。 

詳しくは、「お気に入り」 （ p .169) をごらんください。 

タンシユクデイアル 

よく使うファクス番号またはメールアドレスを、短縮ダ 
イアル番号に登録します。ファクス番号の手入力をしな 
いため、簡単に呼び出せ、正確に相手先を指定できま 
す。 

短縮ダイアル番号はファクス番号または E メ _ルで最 
大220件、 FTP アドレスまたは SMB アドレスで最大 

30件登録できます。 

詳しくは、「短縮ダイアル」 （ p .176) をごらんください。 

ゲル-フ。グイアル 

よく使う同報相手先を、グループダイアルに登録しま 
す。グループダイアル番号を指定するだけで、複数相手 
先を呼び出せます。 

1 つの グループダイアルに、最大50件登録できます。 

グループダイアルは最大20件登録できます。 

詳しくは「グループダイアル」 （ p .184) をごらんくださ 
い。 
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送信設定メニュー 

ファクス 送信に関する設定を行うには、設定 メニューから 「ソウ シン セツ テイ」 を 

選択します。 

ノウト'' IX ル 1設定 1=(薄い）(濃い） 

原稿をスキャンするときの濃度を設定します。 

送信時に、ここで設定した初期値から濃度レベルを変更 

する場合については、「画質を調整する」 （P.90) をごら 

_んください„ _ 

ユウセン r シツ 設定 フツウ/モシ‘、ファイン/モシ''、 s - ファイン/モシ''、フツウ/シャシン、 

フ 7 インハンャシン、 s- ファイン/シャシン 

スキャン解像度（ファクス画質）の初期値を選択しま 

す。 

■ フツウ/モシ'' :手書きやコンピュータからの印刷などを含 
む通常の原稿の場合に設定します。（標準/テキスト） 

■ ファイン/モシ'':小さい文字を含む原稿の場合に設定しま 
す。（ファイン/テキスト） 

■ s- ファイン/モデ：新聞などの小さい文字を含む原稿や精 
密図の場合に設定します。（スーパーファイン/テキ 
スト） 

■ フツウ/シャシ：/:通常の写真原稿の場合に設定します。（標 
準/写真） 

■ ファイン/シャシン：細かい画像を含む写真原稿の場合に設定 
します。（ファイン/写真） 

■ S - ファイン/シャシン：さらに細かい画像を含む写真原稿の場 
合に設定します。（スーパーファイン/写真） 

送信時に、ここで設定した初期値から解像度を変更する 

場合については、「画質を調整する」 （P.90) をごらんく 

ださい。 
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ユウセンソウシンモ-卜* 


メモリソウシン/クイ':/クソウシン 

原稿を送信する方法を選択します。 

■ メモリソウシン：あらかじめすべての原稿を読込み、メモ 
リに蓄積してからファクス送信する方法です。へッ 
ダのページ数に自動的に総ページ数が付けられます。 
ただし、原稿のページ数が多い場合や、原稿の読取 
り画質（解像度）が細密なために情報量が多い場合 
はメモリオーバーすることがあります。 

メモリ送信データはメモリに保存されるため、電源 
をオフ/オンしてもデータは消えません。 

■ クイックソウシン：相手局との通信シーケンスに従い、リア 
ルタイムでの通信する方法です。原稿の枚数が多い 
場合にもメモリオーバーすることなく送信できます。 

送信時に、ここで設定した初期値から送信モードを変更 
する場合については、「メモリ送信とクイック送信につ 
いて」 ( p .124) をごらんください。 

へッタ、、 


オフ/オン 

送信先の文書に本機の発信元情報（送信日時、送信者 
名、送信者ファクス番号、セッション番号、ページ番 
号）を印字するかどうかを設定します。 


受信設定メニュー 

ファクス受信に関する設定を行うには、設定メニューから「シ ''1 シンセツテイ」を 
選択します。 


メモリ•ハシンモ-卜'' 


設定 _[ オフ/オン 

機密文書の受信の場合、夜間などの無人時に印刷出力し 
たくない場合にメモリ受信する（オン）かしない（オフ）か 
を設定します。メモリ受信モードが「オン」の場合は、受 
信文書はメモリに蓄積され、指定した時間に出力されま 
す。または、メモリ受信モードを「オフ」にしたときに、 
出力されます。 


メモリ受信モードを設定するときに、パスワードの設定 
もできます。パスワードは設定をキャンセルするときに 
も必要になります。 

詳しくは、「メモリ受信モード（メモリシ''; l シンモ - n 」 
( P .71) をごらんください。 
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ヨビ r シカイスウ 


〇〜15 (初期値： 2回） 

ファクス受信開始までの呼び出し音の回数を〇〜15の 
間で入力します。 

留守番電話を接続して使用する場合は、設定メニューの 
「セッテイ （ UTILITY ) /カンリシャセ'；/テイ/ツウシンセッティ/ルスハ''ン f ンワ 
セツソ''ク」を「オン」に設定し、留守番電話機側の応答する 
までの呼び出し回数は本設定より短く設定してくださ 
い。「ルスハ'ンテ'ンワセツソ'ク」について詳しくは「カンリシャセッテイ」 
の「ツウシンセッテイ」 ( p .61) をごらんください。 

シ; l クシ ヨウ シ 'r ンン 


オフ/オン/か:/卜 

本機にセツトされている印刷用紙よりも長い文書を受信 
したときに、縮小するか、分割するか、破棄するかを選 
択します。 

■オン：縮小して印刷します。 

■オフ：等倍で、分割して印刷します。 

■か;/卜：用紙に収まらない部分を破棄して印刷します。 
受信文書の長さと実際に記録される文書の関係につ 
いては、「受信時の記録方法について」 （ p .161) をご 
らんください。 

シ ''1 シンフ。リント 


メモリシ•ュシン/フ。リントシ* 1 シン 

受信文書の印刷を、全ページ受信後に印刷を開始する 
か、1ページ目を受信後から印刷を開始するかどうかを 
選択します。 

■ メモリシ''ュシン：全ページを受信後、印刷を開始します。 

■ アリント'/1シン：1ページ目を受信後、印刷を開始します。 

シ、シンモ-卜'' 


オートシシン/ 7 二; L アルシ '' 1シン 

受信 モー ドを自動受信にするか、手動受信にするかを選 
択します。 

■ 才-トシ''ユシン：ファクスの着信後自動的に受信する場合 
に設定します。 

■ マ ニ 1 アル'/ 1 シン：ファクスの着信後自動的に受信しませ 
ん。外付け電話機の受話器を上げるか[オンフック] 
キーを押してから、[スタート]キーを押すと、受信 
が開始されます。 


設定メニュー 
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テンソウ 


オフ/オン/オン（フ°リント） 

受信した文書を転送するかどうかを選択します。 

1^5" 受信設定メニューで「メモリシ''ュシンモ-卜''」が「オン」 

に設定されている場合は転送できません。また、 
受信設定メニューで「シ ''1 シンモ-卜''」が 
「マ;;ュアル'ン'' 1シン」に設定されている場合も転送でき 
ません。 

■オフ：転送しません。 

■オン：受信した文書を指定したファクス番号、メール 
アドレスに転送します。 

■オン（フ°リント）：受信した文書を指定したファクス番号、 
メールアドレスに転送すると同時に、本機でプリン 
卜します。 

_ メールアドレスに転送する場合、 TIFF データが 
メ_ルに添付されます。 

設定のしかたについては、「転送設定をする」 （ p .78) を 
ごらんください。 

フツタ 


オフ/オン 

受信した文書に受信情報（受信日時、相手先ファクス番 
号など）を文書の下部に印字するかどうかを設定しま 
す。 

トレイセンタク 

設定 

トレイ 1/ トレイ2 

受信文書やレポートを印刷するときに、どちらの給紙卜 
レイを使うか選択します。 

オプションの給紙 ュニッ トが装着されていない 
場合は、トレイセンタクは設定されません。 

テンソウ y 1シン 


オフ/オン 

外付け電話機を本機に接続している場合のファクス着信 
時に、外付け電話機のダイアルから、電話を切らずに 
ファクス受信の指示をする機能を転送受信といいます。 

この設定では転送受信をするかしないかを選択できま 
す。 

「オン」に設定する場合は、転送受信時に使用するダイア 
ル番号を設定します。 
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レポート設定メニュー 

レポート機能に関する設定を行うには、設定メニューから「レホ'-トセツテイ」を 
選択します。 


ツウシンカンリレホ。-卜 


オフ/オン 

通信管理レポートを印刷するかどうかを設定します。 

「オン」に設定すると、通信60件ごとに、印刷されます。 

通信管理レポートで送受信の結果を確認できます。 

ソウシンケツカレホ。-卜 


オン/オン（ I ラ-)/オフ 

ファクス送信終了後に、自動的に送信結果レポートを印 
刷するかどうかを設定します。 

■オン：送信終了毎に印刷します。 

■ オン（エラ-):エラーになった送信の場合にのみ印刷しま 
す。 

_送信エラーとなった文書の 1 ページ目を縮小し、 
エラー結果とともに印刷します。 

■オフ：エラーになったときでも印刷しません。 

同報送信の場合は、常に送信結果レポートがプリントさ 
れます。 

ゾュシンケツカレホ。-卜 


オン/オン（ I ラ-)/オフ 

ファクス受信終了後に、自動的に受信結果レポートを印 
刷するかどうかを設定します。 

■オン：受信終了毎に印刷します。 

■オン （I ラ-):エラーになった受信の場合にのみ印刷し 
ます。 

■オフ：エラーになったときでも印刷しません。 


1^^その他の設定メニューについては「プリンタ/コピー/スキヤナユー 
ザーズガイド」 （Documentation CD-ROM 内の PDF マニュアル）を 
ごらんください。 


設定メニュー 
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設定メニューを設定する 


一般的な設定メニューの設定のしかた 

1 [▼] / [▲] キーで、画面の 
「 ► 」を「セッティ ( UTILITY )」 へ 
移動させ、[選択]キーを押し 
ます。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル Z 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

2E-> センタク_ 



2 [T] / [A] キーで、画面の 
「►」を目的のメニューへ移動 
させます。[選択]キーを押し、 
表示されているメニューの設定 
画面を表示させます。 

Ife ) 44ページのメニューツ 
リーを參照して、目的の 
メニューを探してくださ 
い0 
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3 設定値が画面に表示されている 
場合、 [▼] キー、 [▲] キー、 
[►] キー、 [◄] キーのいず 
れかを押して選択します。 


設定値を入力する場合、キー 
パッドで数値を入力します。 


4 [選択]キーを押します。 

設定が確定されます。 

1^^設定をキャンセルしたい 
ときは、[戻る]キーを 
押します。 



ア •©_ 力 ABC サ DEF 

| LJ_J L _2_ JTX 31 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

[LiJ QsJ C6j| 

マ PORS ヤ TUV ラ WXYZ 

(LjJ C_8 

A--/1-/7 - lj ワ 1 

pLJ Co 




メモリ受信モード（メモリシ ♦ l シンモ -n 

受信文書をメモリに蓄積し、指定した時間に出力することができます。機密 
文書を受信することがある場合などに便利です。 

Ik メモリ受信データはメモリに保存されるため、電源をオフ/オンし 
てもデータは消えません。 

メモリ受信モードは以下の設定で使用できます。 

■ 開始/終了時間設定：なし 

メモリ受信モードは常にオンになります。メモリに保存されたファクスを印 
刷する場合は、メモリ受信モードを「オフ」に設定します。 

■ 開始/終了時間設定：あり 

設定した時間にメモリ受信モードを開始/終了します。 

例1:開始時間=18:00、終了時間= 8:00の場合 

18:00 ~ 8:00の間メモリ受信モードになり、8:00 ~18:00は受信後印刷 
される通常の受信になります。 

メモリに保存された文書は8:00に印刷されます。 

例2 :開始時間=12:00、終了時間=12:00 (開始時間と終了時間が同じ）場 

メモリ受信モードは常にオンになりますが、メモリに保存されたファク 
スが12:00に印刷されます。 


設定メニューを設定する 
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セツテイメニ : L_ 

トシ、シンセツテイ 
レホ。ートセツテイ 
スキヤナセツテネ 


メモリ受信モードを設定する 

][▼]/[▲] キーで、メ 

ニューの「セツテイ (UTILITY )」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



2 [ T ] / [ A ] キーで、メ 

ニユーの「シ ''1 シンセツテイ」を選択 
し、[選択]キーを押します。 





12:54 メモリ：100% 

ヨャクキャンセル S 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

2=->センタク 


3S/S 

/ 

3 
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メモリシ，1シンモート'' 
オンシ * コク20:00 
オフデ：!ク_ : 
(00:00-23:59) 


3「メモリシ '1 シンモ-卜''」が選択されて 
いることを確認し、[選択] 
キーを押します。 


4 [▼] / [▲] キーで、「オン」を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 


5テンキーでメモリ受信モードの 
開始時間を入力し、[選択] 

キーを押 I ます 

終了時間の入力欄が表示されま 
す。 

^開始時間を設定しない場 
合は、時間を入力しない 
で[選択]キーを押しま 
す。 

パスワード入力欄が表示 
されます。手順7へ進み 
ます。 



シ ♦ 1シンセツテイ 

1/3 

►メモリシ^シンモ-ド' 

n 

國 

ヨヒ''タヘンカイスウ 


シ ： L クシヨりシ ♦ 1シン 

■ 

U 
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6 テンキーでメモリ受信モードの 
終了時間を入力し、[選択] 
キーを押します。 


パスワード入力欄が表示されま 
す0 


7 テンキーでパスワードを入力 
し、[選択]キーを押します。 
メモリ受信モードが設定されま 
す0 



パスワードは、メモリ受 
信モードを「オフ」にした 
り、開始/終了時間を変 
更するときに必要になり 
ます。4桁の数字を入力 
してください。 


パスワードを設定しない場合は、パスワードを入力しないで[選 
択]キーを押します。 


〇〇 

〇〇 

107 

モ20 

I 

ン 

シクク ♦ 

0.3 コト 

<•♦■» I 

、ソ、ソ、ソ 

ス 

リンフ〇 
モオオ八 
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セツテイメニ 1- 
トン *1 シンセツテイ 
レホ。-トセツテイ 
_ス4ヤナ—セツテイ_ 


メモリ受信モードを解除する 

][▼]/[▲] キーで、メ 

ニューの「セツテイ (UTILITY )」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



2 [ T ] / [ A ] キーで、メ 

ニユーの「シ ''1 シンセツテイ」を選択 
し、[選択]キーを押します。 





12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

2=->センタク 
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3 「メモリ シ ' i シン モ-卜''」が選択されて 
いることを確認し、[選択] 
キーを押します。 



4 [▼] / [▲] キーで、「オフ」を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 




パスワード入力欄が表示されま 
す。 

1^5" パスワードが設定されて 
いない場合は、メモリ受 
信モードが解除されま 
す。 


メモリシ、シンモ -K 
ハ。スワ-卜_ 


シ ♦ 1シンセツテイ 

1/3 

►メモリシ^シンモ-ド' 

n 

國 

ヨヒ''タヘンカイスウ 


シ ： L クシヨりシ ♦ 1シン 

■ 

U 
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5 テンキーでパスワードを入力 
し、[選択]キーを押します。 
メモリ受信モードが解除されま 
す。 

1^5" メモリに保存されたファ 
クスがある場合、印刷が 
開始されます。 





設定メニュ _ を設定する 


77 




セツテイ 

トシ、シンセツテイ 
レホ。-トセツテイ 
スキヤナセツテネ 


転送設定をする 

】[▼]/[▲]キーで、メ 

ニューの「セツテイ ( UTILITY )」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



2 [ T ] / [ A ] キーで、メ 

ニユーの「シ ''1 シンセツテイ」を選択 
し、[選択]キーを押します。 





12:54 メモリ：100% 

ヨャクキャンセル S 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

2=->センタク 


3nis 

/ 

3 
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3 [ T ] / [ A ] キー で、メ 

ニューの「テンソウ」 を選択し、 
[選択]キーを押します。 

テンソウ画面が表示されます。 



Y 1シンセツテイ 

2/3 

Y 1シンフ。リント 

n 

國 

シシンモ -r 


►■テンソウ 

■ 

U 



4 [▼] / [▲] キーで、「オン」ま 
たは「オン（フ。リント）」を選択し、 
[選択]キーを押します。 



テンソウ 

i/i 

オフ 

n 

■ 

トオン 

■ 

オン（フ。リント） 

■ 

U 
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5 相手先を入力、または、短縮ダ 
イアルから指定します。 

追加文字の入力/修正につ 
いては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
い0 

短縮ダイアルで指定する 
場合は、[登録宛先] 
キーを押し、短縮ダイア 
ル番号を入力し、[選択] 
キーを押します。 

メールの相手先も指定で 
きます。 





6 [選択]キーを押します。 
転送が設定されます。 
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ファクスを 学 f 


基本的な送信のしかた 

ここでは基本的なファクス送信のしかたを説明しています。 

^送信可能な用紙サイズは、以下のとおりです。 

一 原稿ガラス使用時 
最小サイズ： A5 
最大サイズ： レター 

一 ADF 使用時 

最小サイズ： 140 mm (幅） x 148 mm (長さ） 

最大サイズ： 216 mm (幅） x 500 mm (長さ） 

A4 サイズ以下の原稿を送信した場合、 A4 サイズのデータとして相手 
先に送信されます。また、 A4 サイズより大きい原稿を送信した場 
合、等倍で相手先に送信されます。受信結果は相手先の受信設定に 
より異なります。 


ADF でファクスを送信する 

ADF を使うと、自動的に複数のページの読込みができます。 

Ik クリップやステープルなどでとじられた原稿は、絶対にセットしな 
いでください。 

原稿は35枚または、マークを超えてセットしないでください。原稿 
づまりや原稿破損の原因となります。また、故障の原因となります。 

k 原稿のセットが不完全な場合、原稿が斜め送りされ、原稿づまりや 
原稿破損の原因となります。 

Ik 原稿が読み込まれている間は、 ADF を開かないでください。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

初期モード 

(セツテイ (UTILITY )- マシン 
セッテイ （L )- シヨキモイ）が 
「フ 7 クス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



12:30 

メモリ：100% 

フツウ/モシ ♦ 

n 

■ 

►ファクスソウシン 

サキ S 

2 E _> センタク 
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2 原稿ガラスに原稿が残っていないか確認します。 



4ガイド板を原稿のサイズに合わ 
せます。 



基本的な送信のしかた 
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力 ♦シツ 

►力 ♦シツ （ケ * ン コウ） 
ノウ r 


メモリ：100% 

n 

サキ Z 


5 画質を調整します。 

1^5" 画質の調整については、 
「画質を調整する」 
( P .90) をごらんくださ 
し、。 



6ファクスモード画面が表示され 

ていることを確認し、相手先のファクス番号を指定します。指定のしか 
たには、以下の方法があります。 

-直接入力する 


-短縮ダイアル番号を使う 
-グループダイアル機能を使う 
-検索機能（リスト/検索）を使う 
-[リダイアル/ポーズ]キーを使う 

[^5 ファクスモード画面については、「ファクスモード画面」 （ p .40) 

をごらんください。 

相手先の指定のしかたについては、「相手先を指定する」 （ p .94) 

をごらんください。[リダイアル/ポーズ]キーの使い方について 
は、「リダイアル機能を使用して送信する」 （ p .11 ⑴ 

k 複数の相手先への送信は、同報送信機能でも送信できます。同報 
送信機能について詳しくは、「複数の相手先に送信する（同報送 
信）」 ( P .112) をごらんください。 




ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 
〇/ス> 

3ゥク I 
■■ツ 7 E 
2フフ 
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7 [スター ト] キーを 押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 

信されます。 

匡^送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 

ik 相手先が通信中などでファクス送信ができなかった場合は、オー 
トリダイアル機能が再送信を試みます。オートリダイアル機能で 
も送信できなかった場合は、送信結果レポートが印刷されます。 
送信結果レポートについては、「ソウシンケッ A レホ。-卜」 （ p .201) をご 
らんください。 

Ik 読み込んでメモリに蓄積された送信待ちデータまたはリダイアル 
待ちのデータを削除したい場合は、メニューの「ヨヤクキャンセル」機 
能で削除できます。詳しくは、「送信予約をキャンセルする」 
( P .133) をごらんください。 

Ik メモリ送信データはメモリに保存されるため、電源をオフ/オン 
してもデータは消えません。 


スタート 


モノクロ 8 / 8 S 力1 


原稿ガラスでファクスを送信する 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セッティ （ UTILITY )- マシン 
セツテイ （ L )- シヨキモ-卜*)が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



12:30 

メモリ：100% 

フツウ/モシ'、 

n 

■ 

►ファクスソウシン 

サキ = 

ss-> センタク 



送すの択、 
の択そ選と 
そ選、をる 
、かと信す 
れるる送了 
さめす。完 
断始択すが 
中を選ま信 
が信をれ送 
み送ルさの 
込でセ除分 
み点ン削だ 
読時ヤがん 
ののキ分込 
稿その稿み〇 
原、ブ原読す 
、かョだ。ま 
とるジんすれ 
るす。込まさ 
なルすみり開 
くセま読ま再 
なンれで始が 
少ヤさまがみ 
がキ示れ信込 
量を表こ送み 
残ブがで、読 
リヨ面ブとの 
モジ画ヨる稿 
メ信るジす原 
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2 ADF に原稿が残っていないか確認します。 


3 


4 


1^^原稿ガラスを使って読み込みするときは、 ADF に原稿をセットし 
ないでください。 


ADF を開きます。 


送信する面を下にして原稿を原 
稿ガラス上に置き、原稿スケー 
ルに沿うように合わせます。 
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力 ♦シツ 

►力 ♦シツ （ケ * ン コウ） 
ノウ r 


メモリ：100% 

n 

サキ Z 


6画質を調整します。 

1^5" 画質の調整については、 
「画質を調整する」 
( P .90) をごらんくださ 
し、。 



7ファクスモード画面が表示されていることを確認し、相手先のファクス 
番号を指定します。指定のしかたには、以下の方法があります。 

-直接入力する 


-短縮ダイアル番号を使う 
-グループダイアル機能を使う 
-検索機能（リスト/検索）を使う 
-[リダイアル/ポーズ]キーを使う 

[^5 ファクスモード画面については、「ファクスモード画面」 （ p .40) 

をごらんください。 

相手先の指定のしかたについては、「相手先を指定する」 （ P .94) 

をごらんください。[リダイアル/ポーズ]キーの使い方について 
は、「リダイアル機能を使用して送信する」 （ p .11 ⑴ 

k 複数の相手先への送信は、同報送信機能でも送信できます。同報 
送信機能について詳しくは、「複数の相手先に送信する（同報送 
信）」 ( P .112) をごらんください。 




ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 
〇/ス> 

3ゥク I 
■■ツ 7 E 
2フフ 
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12:33 

フツウ/モシ* 
►ツキ V へ。-デ 
ソウシン=スタート 


8 [スタート]キーを押します。 
スキヤン領域を確認する画面が 
表不されます。 


スタート 



モノクロ 8/88 M 


9表示されているスキャン領域で 
スキャンする場合は、[選択] 
キーを押します。原稿が読み込 
まれます。 

表示されているスキャン 
領域を変更する場合は、 
[▼]/[▲] キーを押 
し、目的のスキャン領域 
を選択します。[選択] 
キーを押すと、原稿が読 
み込まれます。 

10複数ページを読み込む場合は、 
「ツキ v へ。 - シ '' ?」というメッセー 
ジが表示されたら、原稿を差し 
替え、[選択]キーを押します。 
原稿の読み込みが終了した場合 
は、[スタート]キーを押しま 


送信を中止する場合は、 
[ストップ/リセット] 
キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、 
「ハイ」が選択されている 
ことを確認して、[選択] 
キーを押します。 




スタート 



モノクロ 8 / 力 



12:33 

メモリ：100% 

r シツ：フツウ/モシ* 


* スキャンチュウ* 

(31 
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Ife 相手先が通信中などでファクス送信ができなかった場合は、オー 
トリダイアル機能が再送信を試みます。オートリダイアル機能で 
も送信できなかった場合は、送信結果レポートが印刷されます。 
送信結果レポートについては、「ソウシンケッカレホ。-卜」 （ p .201) をご 
らんください。 

Ik 読み込んでメモリに蓄積された送信待ちデータまたはリダイアル 
待ちのデータを削除したい場合は、メニューの「ヨヤクキャンセル」機 
能で削除できます。詳しくは、「送信予約をキャンセルする」 
( P .133) をごらんください。 


送すの択、 
の択そ選と 
そ選、をる 
、かと信す 
れるる送了 
さめす。完 
断始択すが 
中を選ま信 
が信をれ送 
み送ル さの 
込でセ除分 
み点ン削だ 
読時ヤがん 
ののキ分込 
稿その稿み〇 
原、ブ原読す 
、かョだ。ま 
とる ジんすれ 
るす。込まさ 
なルすみり開 
くセま読ま再 
なンれで始が 
少ヤさまがみ 
がキ示れ信込 
量を表こ送み 
残ブがで、読 
リヨ面ブ との 
モジ画ヨる稿 
メ信るジす原 
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力 ♦シツ 

►力 ♦シツ （ケ ♦ ン コウ) 
ノゥド 


メモリ：100% 

n 

サキ S 


画質を調整する 

ファクス送信する前に、原稿の画質を調整できます。 


解像度を調整する 

1 [▼]/[▲] キーで、現在の 
ファクス品質を選択し、[選択] 
キーを押します。 


設定メニューのソウシン 
セッテイ設定によって、「フツウ/ 
モシ*」、「ファイン/モシ''」、 

「 S - ファイン/モシ*」、「フツウ/ 
シャシ:/」、「ファイン/シャシン J 、 

「 s - ファイン/シャシン」のい ずれ 
かが表示されています。 



2 メニューの「力''シッ（ゲンコウ）」が 
選択されていることを確認し、 
[選択]キーを押します。 




■mu 


ン 

シク 
ウタ 
シソン 
モ セ 
0/ス> 

3ウクー 

:ツァ國】 
2フフ nl 
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画質を調整する 





3 


[▼] / [▲] キーで、ファク 
スの解像度を選択し、[選択] 

キ_を押 I 古甘" 

解像度が調整されます。 

k 原稿に合った解像度を選 
択してください。 



■ フツウ/モシ'':手書きやコン 

力♦シツ（ケ '、 ンコウ） 

1/2 

ピュータからの印刷などを 

►フツウ/モシ* 

n 

■ 

含む通常の原稿の場合に設 

ファイン/モシ'、 

■ 

定します。 

S - ファイン/モシ ♦ 

■ 

U 


■ ファイン/モシ'':小さい文字を含む 
原稿の場合に設定します。 
(ファイン/テキスト） 

■ s - ファイン/モ:新聞などの小 
さい文字を含む原稿や精密 
図の場合に設定します。 
(スーパーファイン/テキス 



卜） 


■ フツウ/シャシン：通常の写真原稿の場合に設定します。（標準/写真） 

■ ファイン/シャシン：細かい画像を含む写真原稿の場合に設定します。（ファイ 
ン/写真） 

■ S - ファイン/シャシン：さらに細かい画像を含む写真原稿の場合に設定しま 
す。（スーパーファイン/写真） 


k ここで設定したファクス画質は、通常の送信では、原稿スキャン 
後に、手動送信では、送信後にデフオルトに戻ります。よく使用 
するファクス画質をデフオルトにしておくと便利です。詳しく 
は、「送信設定メニュー」 （ P .65) をごらんください。 


画質を調整する 
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メモリ：100% 

n 

サキ S 


スキャン濃度を調整する 

1 [▼]/[▲] キーで、現在の 
ファクス品質を選択し、[選択] 
キーを押します。 

l ^ s 設定メニューのソウシン 

セツテイ設定によって、「フツウ/ 
モシ*」、「ファイン/モシ‘」:、 

「 s - ファイン/モシ，'」、「フツウ/ 
シャシン」、「ファイン/シャシン J 、 

「 s - ファイン/シャシン」のいずれ 
かが表示されています。 



2 [▼] / [ A ] キーで、メ 

ニユーの「ノウド'」を選択し 
[選択]キーを押します。 





ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 
0/ス> 

3ウク I 
:ツ75 
2フフ5 
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3 [◄] / [►] キーで、スキヤ 

ン濃度を選択し、[選択]キー 
を押します。 

スキヤン濃度が調整されます。 



ノウ r 



□セン” D 



画質を調整する 
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メモリ：100% 

n 

サキ S 


相手先を指定する 

相手先の指定のしかたには、以下の方法があります。 

■ 直接入力する：テンキーで直接ファクス番号を入力します。 

■ お気に入りを使う：お気に入りに登録された短縮ダイアルまたはグルー 
プダイアルを呼び出します。 

■ 短縮ダイアル番号を使う：短縮ダイアル番号に登録された相手先を呼び 
出します。 

■ グループダイアルを使う：グループダイアルに登録されたグループを呼 
び出します。 

■ 検索機能（リスト/検索）を使う：短縮ダイアルやグループダイアルに 
登録された相手先を検索し、指定します。 

■ [リダイアル/ポーズ]キーを使う：最後にダイアルをした相手先を指定 
します。 


ファクス番号を直接入力して送信する 

テンキーを使ってファクス番号を入力します。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セ'：/ テイ （ UTILITY )- マシン 
セツ テイ （ L ) - シヨキ モ -n が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 

〇/ス >■ 

3ウクー 

:ツァ■】 
2フフ «■ 
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2 原稿をセットします。 


ADF への原稿セットのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （ P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 


3画質を調整します。 



k 画質の調整については、「画質を調整する」 （ p .90) をごらんくだ 
さい。 

4テンキーを使って、相手先の 

ファクス番号を入力します。 

1^5" ファクス番号入力時に使 
用できるキーは、番号 
キー （0 〜 9)、 [ X ] 

キー、 [#] キーです。 

ファクス番号入力時に 
[リダイアル/ポーズ] 

キーを押すと、 2.5 秒のポーズが挿入されます。ポーズはメツ 
セージウインドウで 「 P 」 と表示されます。 

Ik 本機が PBX 回線に接続されている場合は、外線接続番号を「ツウシン 
セツテイ」で設定できます。 [#] キーを押すと、自動的に外線へ接 
続します。 PBX 回線設定については、「カンリシャセツテイ」の「ツウシン 
セツテイ」 ( p .61) をごらんください。 

Ik 入力したファクス番号を消去するには、[戻る]キーを1秒程度 
長押しをするか、[ストップ/リセット]キーを押します。 



(pD LiJ I_6J] 


マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 
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5 [選択]キーを押します。 



G [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

相手先が指定されます。 

1^5" 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット] キーを 押 
します。 



アイテサキ 


ツイカ 

n 

m 

カク ニン/ シ1ウセイ 


►シュウリヨら 

■ 

U 



7 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 


スタート 


モノクロ 8 / 8 S 力 
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お気に入りを使って送信する 

よく使う短縮ダイアルまたはグループダイアルがお気に入りに登録されてい 
る場合、[登録宛先]キーを押し、 [▼] / [▲] キーですばやく指定できま 
す。 

Ik 相手先は、前もってお気に入りに登録されている必要があります。 
詳しくは、「相手先をお気に入りへ登録する」 （ p .169) を参照くださ 
い。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

1^5" 初期モード 

(セ'；/ テイ （ UTILITY )- マシン 
セツ テイ （ L ) - シ ヨキモ-卜*) が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


2原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を' 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 


3 画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （ p .90) をごらんくだ 
さい。 


ファクス® 
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4 [登録宛先]キーを押します。 

メイン画面が表示されて 
いる場合、またはステー 
タスに「アテサキチョウカ'' 

ツカエマス」が表示されてい 
る場合に、[登録宛先] 

キーは使えます。 

5 [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を目的の相手先へ移動さ 
せ、[選択]キーを押します。 

k 相手先の選択を間違えた 
場合には[戻る]キーを 
押し、[登録宛先]キー 
を押して、再度相手先を 
選択します。 


登録宛先 



オキニイリ 

1/2 

►ABC 

n 

■ 

DEF 


G 01 

■ 

u 



6画面に「ベ/シ; L >)= センタク」が表示 
されたら、もう一度、[選択] 
キーを押します。 
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7 [ T ] / [ A ] キーで、画面の 

「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 

[選択]キーを押します。 

相手先が指定されます。 

1^5" グループダイアルが登録 
された相手先を選択した 
場合、複数相手先が指定 
されます。 

1^5" 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット] キーを 押 
します。 


8 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストツプ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」 
[選択]キーを押します。 



アイテサキ 


力 

n 

■ 

カク ニン/ シ; L ウセイ 


►シュウリヨら 

■ 

U 



スタート 



が選択されていることを確認して、 
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短縮ダイアル番号を使って送信する 

よく使うファクス番号を、短縮ダイアルに登録します。ファクス番号の手入 
力をしないため、簡単に呼び出せ、正確に相手先を指定できます。 

1^^相手先は、前もって短縮ダイアルに登録されている必要があります。 
詳しくは、「短縮ダイアルを登録する」 （ p .176) を参照ください。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

初期モード 

(セツ テイ ( UTILITY )- マシン 
セツ テイ （ L ) - シヨキ モ- 卜*)が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



12:30 

メモリ：100% 

フツウ/モシ* 

n 

■ 

トファクスソウシン 

サキ = 

2 E -> センタク 



2原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




さい。 
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4 


5 


[登録宛先]キーを2回押しま 
す。 

1^5 メイン画面が表示されて 
いる場合、またはステー 
タスに「ァ亍サキチョウカ'' 

ツカエマス」が表示されてい 
る場合に、[登録宛先] 

キ _ は使えます。 


登録宛先 



テンキーで短縮ダイアル番号 
(1 〜 220) を入力し、[選択] 
キーを押します。 

Ik 入力を間違えた場合には 
[戻る]キーを押し、再 
度相手先の短縮ダイアル 
番号を入力します。 

^5" ファクス番号が登録され 
ていない短縮ダイアル番 
号を入力した場合、 

「ファクスハ''ンコ、、ウテ、、ハアリマセン」 



というメ ツセー ジが表示されます。 


また、何も登録されていない短縮ダイアル番号を入力した場合、 


「トウロクサレテイマセン」というメッセージが表示されます。ファクス番号 


が登録されている短縮ダイアル番号を入力してくださしヽ。 


画面に「ヘンシュウ=センタク」が表示さ 
れたら、もう一度、[選択] 
キーを押します。 


アイテサキ 1/236 

: ABC 

ヘンシュウニセンタク_ 
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7 [ T ] / [ A ] キーで、画面の 

「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

相手先が指定されます。 

1^5" 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット] キーを 押 
します。 




8 [スター ト] キーを 押します。 スタート 

原稿が読み込まれ、 ファクス 送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 
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メモリ：100% 

n 

サキ Z 


リスト機能で検索して送信する 


短縮ダイアルまたはグループダイアルに登録された相手先は、リスト機能や 
検索機能で検索できます。 

リスト機能を使用した検索のしかたは、以下のとおりです。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^5" 初期モード 

(セッティ （ UTILITY )- マシン 
セッティ （ L )- シヨキモイ）が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


フアクス® 



2原稿をセットします。 


ADF への原稿セツトのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （ P.82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セツトのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ p.85) をごらん 
ください。 




〇画質を調整します。 


画質の調整につぃては、「画質を調整する」 （ P.90) をごらんくだ 
さい。 


ン 

シク 
» -〇夕 
シソン 
モ セ 

〇/ス >• 

3ゥク I 

••ツ ァ国3 

2フフ nBi 
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4 [登録宛先]キーを4回押しま 
す。 


life メイン画面が表示されて 
いる場合、またはステー 
タスに「ア亍サキチョウカ'' 

ツカエマス」が表示されてい 
る場合に、[登録宛先] 

キーは使えます。 

「リスト」が選択されていることを 
確認し、[選択]キーを押しま 
す。 

短縮ダイアルおよびグループダ 
イアルに登録された相手先のリ 
ストが表示されます。 


登録宛先 


X 4 


テ♦ンワチョウ 
►■リスト 
f ンサク 



G [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を目的の相手先へ移動さ 
せ、[選択]キーを押します。 

^相手先の選択を間違えた 
場合には[戻る]キーを 
押し、再度手順4から 
行ってください。 



テ♦ンワチョウリスト 

►ABC 

DEF 

G 01 
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相手先を指定する 





アイテサキ 
ツイカ 

力々 ニン/シ 1ウセイ 
トシ; L ウリヨら 


7 画面に「ヘンシ1ウ=センタク」が表示さ 
れたら、もう一度、[選択] 
キーを押します。 



8 [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

相手先が指定されます。 

lies " 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット]キーを押 
します。 




スタ—卜 


9 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

匡^送信を中止する場合は、 

[ス トップ/ リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 

セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 



アイテサキ 
: ABC 

1/236 

ヘンシュウニセン タク 



E!u 


相手先を指定する 
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メモリ：100% 

n 

サキ Z 


検索機能で検索して送信する 


短縮ダイアルまたはグループダイアルに登録された相手先は、リスト機能や 
検索機能で検索できます。 

検索機能を使用した検索のしかたは、以下のとおりです。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^5" 初期モード 

(セッティ （ UTILITY )- マシン 
セッティ （ L )- シヨキモイ）が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


フアクス® 



2原稿をセットします。 


ADF への原稿セツトのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （P.82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セツトのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （p.85) をごらん 
ください。 




〇画質を調整します。 


画質の調整については、「画質を調整する」 （P.90) をごらんくだ 
さい。 


ン 

シク 
» -〇夕 
シソン 
モ セ 

〇/ス >• 

3ゥク I 

••ツ ァ国3 

2フフ nBi 


106 


相手先を指定する 





テ♦ンワチョウ 
リスト 
►ケンサク 


4 [登録宛先]キーを4回押しま 
す0 


メイン画面が表示されて 
いる場合、またはステー 
タスに「アテサキチョウカ'' 

ツカエマス」が表示されてい 
る場合に、[登録宛先] 

キーは使えます。 

5 [T] / [A] キーで、画面の 

「 ► 」を「ケンサク」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

検索文字を入力する画面が表示 
されます。 


登録宛先 


x 4 



6テンキーで、検索したい相手先 
の名前の一部を入力します。 

1^5" 短縮ダイアルまたはグ 
ループダイアルに登録し 
ている名前を入力してく 
ださい。文字の入力につ 
いては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
し、。 

カタカナ、英数字、記号 
で最大10文字を検索文 
字として入力できます。 



r.®_ 力 ABC サ DEF 


_ 夕仨阳 _ ナ JKL _ 八 MNO 


_マ PQRS 1»TUV _ ラ WXYZ 




相手先を指定する 
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7 [選択]キーを押します。 

手順6で入力した検索文字に該 
当する相手先が表示されます。 


^該当する名前が検索され 
なかった場合は、「ミ 
ツカリマセン」が表示されま 
す 0 


8 [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を目的の相手先へ移動さ 
せ、[選択]キーを押します。 

k 目的の相手先名が検索結 
果に表示されなかった場 
合、[戻る]キーを押し、 
検索文字入力画面に戻り 
ます。別の検索文字を入 
力してみてください。 



9 画面に「ヘンシ1ウ=センタク」が表示さ 
れたら、もう一度、[選択] 
キーを押します。 
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相手先を指定する 






10 [▼]/[▲] キーで、画面の 
「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

相手先が指定されます。 

1^5" 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット] キーを 押 
します。 




11[スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 



相手先を指定する 
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リダイアル機能を使用して送信する 

最後に送信したファクス番号で送信するには、[リダイアル/ポーズ]キー 
を押してファクス番号を呼び出せます。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^5" 初期モード 

(セ';/テイ （ UTILITY )- マシン 
セツテイ （ L )- シヨキモイ）が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


2原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 （P.82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （P.85) をごらん 
ください。 



3 画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （p.90) をごらんくだ 
さい。 



ファクス© 
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相手先を指定する 





4 [リダイアル/ポーズ]キーを押 

し、目的のファクス番号が表示 
されたか確認します。 


5 [スタート]キーを押します。 
原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 
[ストップ/リセット] 
キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 


リタイアル/ポーズ 



セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 


[選択]キーを押します。 


相手先を指定する 


in 




メモリ：100% 

n 

サキ S 


複数の相手先を指定する 


1回のファクス送信で複数の相手先に送信することができます。複数の相手 
先に送信する方法は2種類あります。 

■ グループダイアル機能を使う 
■ 同報送信機能を使う 

複数の相手先に送信する（同報送信） 

複数の相手先を直接入力、お気に入り、短縮ダイアル番号、検索機能から指 
定できます。 

1^" 1度に最大236件の相手先を選択できます。 


送信結果レポートで、すべての相手先に送信されたかを確認できま 
す。送信結果レポートについては、「送信/受信結果をディスプレイ 
で確認する」 （ p .199) または「レポートとリストについて」 （ p .200) 
をごらんください。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セツテイ ( UTILITY )- マシン 
セツテイ （ L )- シヨキモ-卜.）が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



シク 
•• ウタ 
シソン 
モ セ 
0/ス> 

3ウクー 
■ •ツ 7 HU 
CSJ フフ 


112 


複数の相手先を指定する 






2 原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




3 画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （ p .90) をごらんくだ 
さい。 

4 下記の方法で相手先を指定します。 

-直接入力する：テンキーでファクス番号を直接入力し、[選択]キー 
を押します。 


-お気に入りを使う（グループダイアルを含む）：[登録宛先]キーを 
押し、 [▼] / [▲] キーで目的の短縮ダイアルまたはグループダイ 
アルを選択し、[選択]キーを押します。もう一度[選択]キーを押 
します。 


-短縮ダイアルを使う：[登録宛先]キーを2回押し、テンキーで目的 
の短縮ダイアル番号を入力し、[選択]キーを押します。もう一度 
[選択]キーを押します。 

-グループダイアルを使う：[登録宛先]キーを 3 回押し、テンキーで 
目的のグループダイアル番号を入力し、[選択]キーを押します。も 
う一度[選択]キーを押します。 

-検索機能（リスト/検索）を使う：[登録宛先]キーを 4 回押し、リ 
スト機能または検索機能から目的の相手先を検索します。（詳しく 
は、「リスト機能で検索して送信する」 （ P .103) または「検索機能で 
検索して送信する」 ( p .106) をごらんください。）[選択]キーを押 
します。 


複数の相手先を指定する 
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5 相手先を追加する場合は、 

「ツイカ」が選択されていることを 
確認し、[選択]キーを押しま 
す。すべての相手先を指定する 
まで、手順4を繰り返します。 
-相手先指定を終了するには、 
「シ1ウリョウ」を選択し、[選択] 
キーを押します。 


-指定した相手先を確認する 
には「カク ニン/ シ 1 ウセぬを選択 
し、[選択]キーを押しま 
す。確認が終わったら、[戻 
る]キーを押します。 


アイテサキ 


トバカ 

n 

■ 

カク ニン/ シ; L ウセイ 


シュウリヨら 

■ 

U 



-相手先を1件削除したい場合は、カク ニ ン/シュウセイで相手先確認中に、肖1| 
除したい相手先を [▼] / [▲] キーで選択し、[ストップ/リセッ 
卜]キーを押します。削除確認の画面で「ハイ」を選択し、[選択] 
キーを押すと、相手先は削除されます。削除が終わったら、[戻る] 
キーを押します。 


ステータスに「アテサキチョウカ'' ツカIマス」が表示されている場合に、 
[登録宛先]キーは使えます。 


6 [スタート]キーを押します。 
原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 
[ストツプ/リセット] 

キーを押します。送信 


スタ-卜 


モノクロ B / 88 * 


キャンセルの確認のメッ 

セージが表示されたら、 「ハイ」 が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。送信を中止すると、指定した相手先が 
すべてクリアされます。 
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複数の相手先を指定する 




複数の相手先に送信する（グループダイアル） 

複数の相手先をグループダイアルから指定できます。 

Ik 複数相手先は、前もってグループダイアルに登録されている必要が 
あります。詳しくは、「グループダイアルを登録する」 （p.184) を参 
照ください。 

1[ファクス]キーを押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

初期モード 

(セツテイ (UTILITY )- マシン 
セツテイ （L )- シヨキモ-卜*)が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 


( 


1 

12:30 メモリ：100% 

フツウ/モシ* Z 

りァクスソウシンサキ S 

2E-> センタク 


2原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




さい。 


複数の相手先を指定する 
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4 


5 


6 


[登録宛先]キーを3回押しま 
す。 

1^5 メイン画面が表示されて 
いる場合、またはステー 
タスに「ァ亍サキチョウカ'' 

ツカエマス」が表示されてい 
る場合に、[登録宛先] 

キ _ は使えます。 


登録宛先 



ク♦ル-フ。夕*イアル 
ク♦ル-； T 夕♦イアル：. 


テンキーでグループダイアル番 
号 （1 〜 20) を入力し、[選択] 

キーを押します。 

Ik 入力を間違えた場合には 
[戻る]キーを押し、再 
度相手先の短縮ダイアル 
番号を入力します。 

^5" ファクス番号が登録され 
ていないグループダイア 
ル番号を入力した場合、 

「ファクスハ''ンコ''ウテ''ハアリマセン」 

というメッセージが表示されます。また、何も登録されていない 
グループダイアル番号を入力した場合、「トウロクサレテイマセン」という 
メツセージが表示されます。ファクス番号が登録されているグ 
ループダイアル番号を入力してください。 



[選択]キーをもう一度押しま 
す。 
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複数の相手先を指定する 





7 [T] / [A] キーで、画面の 

「►」を「シュウリョウ」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

1^5" 指定した相手先をクリア 
したい場合は、[ストッ 
プ/リセット] キーを 押 
します。 



アイテサキ 


力 

n 

■ 

カク ニン/ シ; L ウセイ 


►シュウリヨら 

■ 

U 



8 [スタート]キーを押します。 
原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 
[ストツプ/リセット] 

キーを押します。送信 


スタ-卜 


モノクロ 8/88 * 


キャンセルの確認のメッ 

セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。送信を中止すると、指定した相手先が 
すべてクリアされます。 


複数の相手先を指定する 
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メモリ：100% 

n 

サキ Z 


指定した時間にファクスを送信する（タイ 
マー送信） 

原稿をメモリに読み込ませ、指定した時間に送信できます。深夜や早朝など 
の電話料金割引時間を利用して通信できるため経済的です。 


ひとつの相手先に、複数の原稿を、指定した時刻にまとめて送信す 
る場合は、一括送信機能を使用すると、一回の回線接続で送信でき、 
便利です。 

タイマー送信をするには、本機の時刻設定をしてください。詳しく 
は、 「 A ンリシヤセツテイ」の「ユ - f - セツテイ」 （ P .62) をごらんください。 

タイマー送信は、同報送信機能を併用できます。 

タイマー送信データはメモリに保存されるため、電源をオフ/オン 
してもデータは消えません。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セ'；/テイ （ UTILITY )- マシン 
セツテイ （ L )- シヨキモ-卜*)が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



ン 

シク 
ウタ 
シソン 
モ セ 
〇/ス 

3ウク| 

:ツ 

2フフ2 
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指定した時間にファクスを送信する（タイマー送信) 






2 原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を' 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




3 画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （p.90) をごらんくだ 
さい。 


指定した時間にファクスを送信する（タイマー送信) 
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4 [T] / [A] キーで、画面の「►」を「シ''コクシテイソウシン」へ移動させ、 
[選択]キーを押します。 

シ''コクシテイソウシン画面が表示されま 
す。 



5 テンキーで送信時間を設定し、 
[選択]キーを押します。 

Ik 24時間形式で入力してく 
ださい。 

k 入力した時間を修正する 
ときは、[戻る] キーを 
押します。 


6相手先を指定します。 

k 詳しくは、「相手先を指定する」 （p.94) をごらんください。 

k 同報送信機能を使用して複数の相手先に送信したい場合は、「複 
数の相手先に送信する（同報送信）」 （p.112) をごらんくださしヽ。 
すべての相手先の入力を完了後、[スタート]キーを押すと、読 
み込みが開始さます。読込みが完了後、本機は待機状態になりま 
す 。 

^一括送信設定が登録されている短縮ダイアル番号を指定した場合 
は、一括送信設定で指定している時刻に送信されます。 
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指定した時間にファクスを送信する（タイマー送信) 






7 [スタート]キーを押します。 

読込みが開始され、待機状態に 

なし I まォ 

待機状態中は画面に D が表示 

されます。 

1^5" タイマー送信をキャンセ 
ルしたい場合は、メ 
ニューから「ヨヤクキャンセル」 
を選択します。詳しく 
は、「送信予約をキャン 
セルする」 （ p .133) をご 
らんください。 


スタート 



指定した時間にファクスを送信する（タイマー送信) 
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メモリ：100% 

n 

サキ S 


一括送信する 


メモリに読込ませた複数の原稿を、ひとつの宛先に、指定した時刻にまとめ 
て送信できます。 

_あらかじめ設定メニューで一括送信設定（送信時刻）を短縮ダイア 
ル番号に登録しておきます。詳しくは、「短縮ダイアル番号を使って 
送信する」 （ P .100) をごらんください。 

1[ファクス]キーを 押して、 

ファクスモード画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セツテイ ( UTILITY )- マシン 
セツテイ （ l )- シヨキモ -n が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



2原稿をセットします。 


ADF への原稿セツトのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 （ P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セツトのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 

〇/ス >■ 

3ウク| 
:ツァ5 
2フフ «■ 
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一括送信する 









3 画質を調整します。 

1^5" 画質の調整については、 
さい。 

4 一括送信が設定された送信先 
を、お気に入りから、または、 
短縮ダイアル番号で指定しま 
す。 

Ik お気に入りから相手先を 
指定する方法は、「お気 
に入りを使って送信す 
る」 （ P .97) をごらんく 
ださい。 

1^5" 短縮ダイアル番号で相手 
先を指定する場合は、 
「短縮ダイアル番号を 
使って送信する」 

( P .100) をごらんくださ 
い0 


「画質を調整する」 ( p .90) をごらんくだ 


登録宛先 



オキニイリ 1/2 

►ABC S 

DEF | 

G01 S 


または 


登録宛先 



アイテサキ 

1/236 

タンシ;1ク 

夕*イアル：_ 

ク♦ル- フ。 

r イアル=アテサキ 


スタ—卜 


5 [スタート]キーを押します。 

読込みが開始され、待機状態に 
なります 

待機状態中は画面に D が表示 
されます。 

k 一括送信をキャンセルし 
たい 場合は、 メニュー か 

ら「ヨヤクキャンセル」を選択します。詳しくは、「送信予約をキャンセ 



ルする」 （ p .133) をごらんくださし、。 


一括送信する 
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メモリ：100% 

n 

サキ S 


メモリ送信とクイック送信について 

本機を使用して原稿を送信する方法には、メモリ送信とクイック送信の2 
つの方法があります。 

メモリ送信 

あらかじめすべての原稿を読込み、メモリに蓄積してからファクス送信する 
方法です。ヘッダのページ数に自動的に総ページ数が付けられます。ただ 
し、原稿のページ数が多い場合や、原稿の読取り画質（解像度）が細密なた 
めに情報量が多い場合はメモリオーバーすることがあります。 

クイック送信 

相手局との通信シーケンスに従い、リアルタイムで通信する方法です。原稿 
の枚数が多い場合にもメモリオーバーすることなく送信できます。 

工場出荷時のデフォルト設定は、メモリ送信に設定されていま 
す。デフォルトは設定メニューで変更できます。詳しくは、「送 
信設定メニュー」 （P.65) をごらんください。 

k クイック送信と両面送信は併用できません。 


送信モードを切り替える 

送信モードをデフォルト設定から一時的に切り替えることができます。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セツテイ ( UTILITY )- マシン 
セツテイ （ l )- シヨキモ - n が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



ン 

シク 
« ウタ 
シソン 
モ セ 

〇/ス >■ 

3ウクー 
:ツァ5 
2フフ2 
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メモリ送信とクイック送信について 






2 原稿をセットします。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「ADF でファクス 
を送信する」 ( P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セットのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




3 画質を調整します。 


k 画質の調整については、「画質を調整する」 （p.90) をごらんくだ 
さい。 

4 [▼] / [▲] キーで、画面の 
「►」を現在の送信モード設定 
へ移動させ、[選択]キーを押 
します。 

ソウシンモ-卜''画面が表示されます。 

メモリ送信がデフオルト 
設定の場合「メモリソウシン」 

が、クイック送信がデ 
フオルト設定の場合 
「クイックソウシン」が表示され 
ています。 


12:49 

メモリ：100% 

シ♦コクシテイ 

ソウシン S 

►■メモリソウシン 

■ 

U 

2E_> センタク 





メモリ送信とクイック送信について 
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ソウシンモ-卜、、 
メモリソウシン 
►クイックソウシン 


5 [▼] / [▲] キーで、目的の 
送信モードを選択し、[選択] 
キーを押します。 



6相手先を指定します。 

匡^詳しくは、「相手先を指定する」 （ p .94) をごらんください。 

^同報送信機能を使用して複数の相手先に送信したい場合は、「複 
数の相手先に送信する（同報送信）」 （ p .112) をごらんくださしヽ。 

7 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 

信されます。 

匡^送信を中止する場合は、 

[ス トップ/ リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 

^ここで設定した送信モードは、通常の送信では、原稿スキャン後 
に、手動送信では、送信後にデフォルトに戻ります。よく使用す 
る送信モードをデフォルトにしておくと便利です。詳しくは、 
「送信設定 メニュー」 （ P .65) をごらんください。 
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メモリ送信とクイック送信について 




メモリ： 1 00% 

n 

サキ s 


ファクスを手動送信する 


電話を使用後ファクスを手動送信する 

本機に外付け電話機を接続して、電話とファクスの両方で1つの回線を使 
うときに、電話が終了後、ファクス送信をすることができます。相手先に 
ファクス送信をすることを告げてから送信でき、便利です。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セ'；/ テイ （ UTILITY )- マシン 
セツ テイ （ L ) - シヨキ モ -n が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



2 ADF に原稿をセツトします。 



ファクスを手動送信する 
場合は、原稿を ADF に 
のみセツトしてくださ 
し、。 原稿ガラスにセット 
して送信するとエラーに 
なります。 


life ADF への原稿セットのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （ P .82) をごらんください。 

3画質を調整します。 


IMSS 画質の調整については、「画質を調整する」 （ P .90) をごらんくだ 
さい。 

4 受話器を上げて、発信音"ツー" 

が聞こえることを確認します。 


12:54 メモリ：100% 

r シツ：フツウ/モシ ♦ 

* スヒ。-力-* 


ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 
0/ス> 

3ウクー 

:ツァ圈】 
2フフ 


ファクスを手動送信する 
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メモリ：100% 

n 

サキ S 


(LJ_J L_2J LOl 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

|Lj_j L5j qui 

_ マ PQRS _ ヤ TUV_ ラ WXYZ 


5 相手先のファクス番号を外付け 
電話機からダイアルします。 

k ファクス番号は操作パネ 
ルのテンキーでも指定で 
きます。 

k 回線の種類にパルスが設 
定されている場合は、 

[ X ]キーを押して一時的 
に卜ーンに切り替えます。 

D 電話での会話の後、相手側でファクス受信をするキーを押します。 
相手先のファクスの準備が完了したら、警告音が鳴ります。 

/ [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 



スタート 



8受話器を置きます。 


_送信を中止する場合は、[ストップ/リセット]キーを押します。 
送信キャンセルの確認のメッセージが表示されたら、「ハイ」が選 
択されていることを確認して、[選択]キーを押します。 

[オンフック]キーを使用してファクスを手動送信する 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモード画面を表示させ 
ます。 


ファクス® 



ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 

0/ス\.- 

3ウク I 
• ■ツァ5 
2フフ5 
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ファクスを手動送信する 





2 ADF に原稿をセットします。 

^ファクスを手動送信する 
場合は、原稿を ADF に 
のみセットしてくださ 
し、。原稿ガラスにセット 
して送信するとエラーに 
なります。 

ADF への原稿セットのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （ P .82) をごらんください。 

3 画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （ p .90) をごらんくだ 
さい。 

4 [オン フック]キーを 押します。 \ ^ 


オンフック 




5 相手先のファクス番号を指定します。 



[オンフック]キーを押した場合でも[登録宛先]キーを使用で 
きます。詳しくは「相手先を指定する」 （ p .94) をごらんくださ 
い（グループダイアルは使用できません）。 


Ik 回線の種類にパルスが設定されている場合は、[ X ]キーを押して 
一時的に卜ーンに切り替えます。 

6 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 

信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 



ファクスを手動送信する 
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メモリ：100% 

n 

サキ Z 


ファクス番号を組み合わせて送信する 
(チェーンダイアル） 

複数のファクス番号を組み合わせて相手先を指定できます。この機能を 
チェーンダイアルといいます。 

例えば、相手先の代表番号と内線番号を個別の短縮ダイアルに登録してお 
き、それらを組み合わせて送信したりすることができます。 


[ファクス]キーを押して、 
ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^" 初期モード 

(セ'；/ テイ （ UTILITY )- マシン 
セツ テイ （ L ) - シ ヨキモ - n が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


フアクス® 



2原稿をセットします。 


ADF への原稿セツトのし 
かたは 「 ADF でファクス 
を送信する」 （ P .82) を、 
原稿ガラスへの原稿の 
セツトのしかたは「原稿 
ガラスでファクスを送信 
する」 （ P .85) をごらん 
ください。 




ン 

シク 
❖ ウタ 
シソン 
モ セ 

0/ス>, 

3ゥク| 
:ツ 7 E 
2フフ11 
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ファクス番号を組み合わせて送信する（チェーンダイアル) 










3 

4 


画質を調整します。 

k 画質の調整については、「画質を調整する」 （ p .90) をごらんくだ 
さい。 


[オンフック]キーを押します。 


オンフック 



5 直接入力、お気に入り、短縮ダ 

イアルで、1つ目の番号を指定 
します。 

k 詳しくは、「相手先を指 
定する」 （ P .94) をごら 
んください。 



マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 



または 
登録宛先 



または 
登録宛先 



ファクス番号を組み合わせて送信する（チェーンダイアル) 
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6 続けて、直接入力、お気に入り、短縮ダイアルで、2つ目の番号を指定 
します。 

7 [スタート]キーを押します。 

原稿が読み込まれ、ファクス送 
信されます。 

k 送信を中止する場合は、 

[ストップ/リセット] 

キーを押します。送信 
キャンセルの確認のメッ 
セージが表示されたら、「ハイ」が選択されていることを確認して、 
[選択]キーを押します。 
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ファクス番号を組み合わせて送信する（チェーンダイアル) 



送信予約をキャンセルする 

タィマー送信待ちなど、読み込んだ原稿は、メモリに蓄積されます。メモリ 
に蓄積されている文書を特定して削除できます。 

1[ファクス]キーを 押して、 

ファクスモ_ド画面を表示させ 
ます。 

1^5" 初期モード 

(セッティ （ UTILITY )- マシン 
セツテイ （ L )- シヨキモ-卜*)が 
「ファクス」の場合は、この 
手順は必要ありません。 


ファクス® 



12:30 

メモリ：100% 

フツウ/モシ* 

n 

■ 

►■フ 7 クスソウシン 

サキ S 

2E_> センタク 



2 [T] / [A] キーで、画面の 
「 ► 」を「ヨャクキャンセル」へ移動さ 
せ、[選択]キーを押します。 
ヨヤクキャンセル画面が表示されます。 


1^5" メモリにジョブが無けれ 
ば、「ョャクハアリマセン」が表 
示されます。 

1^5" 以下のジョブのタイプが 
表示されます。 

-メモリソウシン：通常送信（待機中） 
-デ1ンシ '' 卜''ウホウ：同報送信 

-’/コクシテイソ 1 )シン：タイマー送 
信 

-テンソウ：転送送信 


12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►セ'；;テイ （ UTILITY ) Z 

!!S-> センタク_ 




3 


[▲] または [▼] キーを使つ 
て、削除したいジョブを選択し 
ます。 

k 表示されている同報送信 
ジョブの相手先を確認し 
たい場合は、 [►] キー 
を押します。確認後は 



[戻る]キーを押して前の画面に戻ります。 


送信予約をキャンセルする 
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4 [選択]キーを押します。 

削除確認画面が表示されます。 


キャンセル 



5「ハイ」が選択されていることを 
確認して、[選択]キーを押し 
ます。 

ジョブが削除されます。 



I 


クイイ 

ヤ八イ 
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送信予約をキャンセルする 




ファクスヘッダについて 

設定メニューの「ヘッグ」が「オン」になっていると、相手先がファクス受信を 
したときに発信元情報（送信者名、ファクス番号、送信日時、セッション番 
号、ページ番号）が印字されます。 

1 2 3 4 5 



No . 

項目 

説明 

1 

送信日時 

ファクスが送信された日時が表示されます。時刻は 
24時間形式で表示されます。 

2 

ファクス番号 

ファクス番号が表示されます。 

3 

送信者名 

送信者の名前が表示されます。 

4 

セツシヨン番号 

ファクスを送信するセッシヨン番号が表示されます。 

5 

ページ番号 

ページ番号が、「ページ番号/総ページ数」で表示さ 
れます。 



1^5" 外付け電話機や[オンフック]キーを使った 
送信、クイック送信では総ページ数は表示さ 
れません。 


ヘッダを印字するには、設定メニューの「カンリシャセ'：/テイ」の「1-サ 
セッテイ」で発信元設定をしたうえで、「ソウシンセッ亍イ」の「ヘッグ」の設定 
を「オン」にしてくださし、。詳しくは、「送信設定メニュー」 （ p .65) 
をごらんください。 


ファクスヘッダについて 
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ファクスヘッダについて 



PC ファクスを 
送信する 


コンピュータから直接ファクス送信する （PC 
フアクス） 

コンピュータ上の文書を印刷しファクスへセツトすることなく、コンピュー 
夕から直接ファクス送信ができます。 

PC ファクス機能を使用するには、ファクスドライバをインストール 
する必要があります。ドライバのインストールについては、「インス 
トレーシヨンガイド」をごらんください。 

ファクスドライバは IPP(lnternet Printing Protocol) には対応していま 
せん。 
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コンビユータから直接ファクス送信する （ PC ファクス) 



PC ファクス設定について 


各タブで共通のボタン 

各タブ共通のボタンを説明します。 



12 3 4 


1 0 K 


このボタンをクリックすると、変更した設定内容を有効にして画面を閉じま 
す。 


2キャンセル 

このボタンをクリックすると、変更した設定内容を無効（キャンセル）にし 
て画面を閉じます。 

3適用 

このボタンをクリックすると、画面を閉じずに、変更した設定内容を有効に 
します。 

4ヘルプ 

このボタンをクリックすると、ヘルプが表示されます。 


PC ファクス設定について 
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設定タブ 

原稿に関する設定をします。 



1用紙サイズ 

送信する原稿のサイズを設定します。 

PC ファクス機能で送信できる用紙サイズは 「 A 4」、 「レター」、「リーガル」 
です。 

2方向 

原稿の向きを「縦」または、「横」から選択して設定します。 

3 解像度 

原稿の画質を設定します。 

標準：通常の原稿の場合に設定します。 

精細：小さい文字を含む原稿の場合に設定します。 

高精細：細かい画像を含む場合に設定します。 
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PC ファクス設定について 




























発信者情報タブ 

送信者の情報を入力します。入力した情報は、カバ_シ_卜に表示されま 
す。 



1名前 

送信者の名前を半角（カタカナ、英数字、記号）32文字以内で入力します。 

2会社名 

送信者の会社名を半角（カタカナ、英数字、記号）32文字以内で入力しま 
す。 

3部署名 

送信者の所属部署名を半角（カタカナ、英数字、記号）32文字以内で入力 
します。 

4電話番号 

送信者の電話番号を半角（数字、スペース 、*、#、+、-、 P (ポーズ) ） 32 
文字以内で入力します。 

5 FAX 番号 

送信者のファクス番号を半角（数字、スペース 、*、#、+、-、 P (ポーズ)） 
32文字以内で入力します。 

6 E - mail アドレス 

送信者のメールアドレスを半角（英数字、@、_、-、 .） 32文字以内で入力 
します。 

7住所 

送信者の住所を半角（カタカナ、英数字、記号）32文字以内で入力します。 
k 名前、会社名、部署名、住所に「,」と「"」は入力できません。 


PC ファクス設定について 
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ユーザ登錄 


II FAX 番号 


クルーブ登錄 


12346 

12346 

12346 


編集 


則除 


インポート 


エクスポート 


コ I キャンセル I 匚 通用⑻ ] I ヘルブ 


1一覧 

相手先リストの表示を絞り込みます。「全て」、「グループ」、「ユーザ」から 
選択します。 

2相手先リスト 

アドレスブックに登録されている相手先が表示されます。 


3 ユ_ザ登録 

アドレスブックに相手先を登録する 
ユーザ登録画面を表示します。 
ユーザ登録画面で相手先の情報を入 
力し、 [0 K ] をクリックすると、相 
手先は登録され、相手先リストに表 
示されます。 

k ユーザ登録で入力可能な文 
字は、「発信者情報タブ」 
( P .141) をごらんください。 

^5" アドレスブックに登録でき 

る最大ユーザ数は1000です。 



p (ポーズ）は大文字のみ入力できます。 

アドレスブックタブ 

相手先の登録、編集、削除をします。 


KONICA MINOLTA mc1690MF (FAX ) 印刷設定 


発 覽 




c c C 
n u R 
AAA 


BC EF IJ 

A D H 
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PC ファクス設定について 



















































4 グループ登録 

アドレスブックにグループ宛先を登 
録するグループ登録画面を表示しま 
す。 

グループ宛先を登録すると、送信時 
に複数の相手先を容易に呼び出すこ 
とができ、便利です。 

グループ登録画面でグループ名を入 
力し、 ユーザ リストからグループ宛 
先に登録したい相手先を選択して、 [0 K ] をクリックすると、グループ宛先 
は登録され、相手先リストに表示されます。 



グループ宛先に登録するには、前もって相手先がアドレスブックに登録され 
ている必要があります。 


k グループ登録で入力可能な文字は、「発信者情報タブ」 （ p .141) をご 
らんください。 

[^5" アドレスブックに登録できる最大グループ数は1〇〇〇です。 

また、1グループあたりに登録できる最大ユーザ数は50です。 


5編集 

ユーザ 編集画面またはグループ編集 
画面を表示します。 

アドレスブックに登録されている相 
手先の情報やグループ宛先のメン 
バーを編集できます。（相手先やグ 
ループ宛先の名前は変更できませ 
ん。） 


相手先リストで編集したい相手先や 
グループ宛先を選択し、[編集]を 
クリックします。 



PC ファクス設定について 
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6 削除 

アドレスブックに登録されている相手先またはグループ宛先を削除します。 
相手先リストで、削除したい相手先またはグループ宛先を選択し、[削除] 

をクリックすると、削除の確認画面が表示されます。 [0 K ] をクリックする 
と削除されます。 

7インポート 

CSV 形式の相手先情報をインポートし、相手先登録をします。 

8エクスポ _ 卜 

相手先リストを CSV 形式にエクスポートします。 

Ik グループ登録された情報はェクスポートできません。 
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PC ファクス設定について 



PC ファクス設定画面を表示する 

Windows 7の場合 

1[スタート]メニューから「デバイスとプリンター」をクリックし、デ 
バイスとプリンター画面を表示します。 

乙 「プリンターと FAX 」 より 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 プリ 
ンタアイコンを右クリックし、「印刷設定」をクリックします。 

[^ S デバイスとプリンター画面に 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 
プリンタアイコンが表示されず 、 「KONICA MINOLTA magicolor 
1690 MFJ プリンタアイコンが表示されている場合は 、 「KONICA 
MINOLTA magicolor 1690 MFJ プリンタアイコンを右クリックし、 
「印刷設定」一 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 をクリックし 
てください。 


Windows Server 2008 /Vista の場合 

1「スタ_卜」 メニュ _から 「コン トロ ール パネル」一「ハ ー ドウ エアと 
サウンド」一「プリンタ」をクリックし、プリンタ画面を表示します。 

と 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 プリンタアイコンを右クリック 
し、「印刷設定」をクリックします。 


Windows XP Home Edition の場合 

1「スタート」メニュ_から「コントロールパネル」一「プリンタとその 
他のハードウェア」一「プリンタと FAX 」 をクリックし、プリンタと 
FAX 画面を表示します。 

と 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 プリンタアイコンを右クリック 
し、「印刷設定」をクリックします。 


Windows XP Professional/Sever 2003の場合 

1「スタート」メニューから「プリンタと fax 」 をクリックし、プリンタと 
FAX 画面を表示します。 

ビ 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 プリンタアイコンを右クリック 
し、「印刷設定」をクリックします。 


Windows 2000の場合 

1「スタート」メニューから「設定」一「プリンタ」をクリックし、プリ 
ンタ画面を表示します。 

乙 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 プリンタアイコンを右クリック 
し、「印刷設定」を選択します。 


PC ファクス設定画面を表示する 
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基本的な PC ファクス送信のしかた 


1ファクス送信したい文書のメニューから「印刷」を選択します。 

印刷を設定するダイアログが表示されます。 

乙 プリンタのリストから 「KONICA MINOLTA mc 1690 MF ( FAX )」 を選択し 
ます。 

3 [0 K ] をクリックします。 

送信先設定画面が表示されます。 


4 


5 


6 


1^" キー名称はアプリケーションによって変わります。 


送信先設定タブで相手先を指定 

します。 

-相手先のファクス番号を直 
接入力する場合は、「ユーザ 
/グループリスト」の「名 
前」と 「 FAX 番号」に入力 
します。 

-相手先のファクス番号をア 
ドレスブックから指定する 
場合は、リストから目的の 
相手先をクリックします。 



[>] をクリックします。 

相手先が「送信先リスト」に移 
動します。 

k ファクス送信は「送信先 
リスト」に表示されてい 
る相手先すべてに送信さ 
れます。 

^「送信先リスト」から外 
したい場合は、 [<] をク 
リックします。 



[カバーシート]タブをクリックします。 
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基本的な PC ファクス送信のしかた 








































1 「カバーシ_卜のスタイル」で 
カバーシートの種類を選択しま 
す。 



8「カバーシートのスタイル」で「なし」以外に設定した場合、以下の設 
定をします。 

-カバーシートに画像を挿入したい場合、「イメージの挿入」のチェッ 
クボックスをチェックし、「参照」で画像ファイルを指定します。以 
下の項目も設定できます。 

ズーム：画像の大きさを設定します。 

X :画像の左右位置を設定します。 

Y :画像の上下位置を設定します。 


-カバーシートに印刷したい情報を「カバ_シート情報」で選択しま 
す。 

要件：ファクス文書の件名を印刷します。入力欄に件名を入力しま 
す。 

送信先リスト：ファクス送信の相手先を印刷します。 

発信者：ファクス送信者の情報を印刷します。 PC ファクス設定の 
[発信者情報]で設定した内容が印刷されます。[編集…]をクリッ 
クして表示される画面で情報を変更できます。 

日付/時刻：ファクス送信日時を印刷します。 

9 [0 K ] をクリックします。 

PC ファクスが送信されます。 


基本的な PC ファクス送信のしかた 
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ファクスドライバをアンインストールする 
( Windows ) 

ここでは、ファクスドライバをアンインストールする場合の手順について説 
明します。 

ファクスドライバをアンインストールする場合はコンピュータの管 
理者権限が必要です。 

Windows 7 /Server 2008 / Vista を使用時に「ユーザーアカウント制御」 
に関する画面が表示されるときは、「許可」または「続行」をクリッ 
クします。 


Windows 7/Server 2008 /Vista/XP/Server 2003 

1「スタート」メニューから「すべてのプログラム」一 「KONICA 
MINOLTA 」一 「 magicolor 1690 MF 」 一 「ファクス」一 「アンインス 
トール」をクリックします。 

2アンインストール画面が表示されたら、[はい]をクリックします。 

Windows 2000 

1「スタート」メニューから「プログラム」一 「KONICA MINOLTA 」一 
rmagicolor 1690 MFJ -「ファクス」一「アンインス！ル」をクリツ 
クします。 

2アンインストール画面が表示されたら、[はい]をクリックします。 
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フ ァクスを ？ f 


はじめに 

本機の電源をオフにすると、ファクスを受信することができません。 
必ず電源をオンのままにしておいてください。 

受信したファクスの印刷には A 4/ レター/リーガルサイズの用紙のみ 
対応しています。トレイ1、トレイ2、トレイ3 ( オプション）に必 
ず A 4/ レター/リーガル（トレイ1のみ対応）サイズの用紙をセット 
してください。 

ファクス受信方法を設定する場合、設定メニューの以下の項目について設定 
を確認する必要があります。以下は設定メニューの項目とその初期値です。 
■ [セツテイ ( UTILITY )] -[シ*ュシンセッテイ]-[シ*ュシンモート、']:才-トシ''ュシン 
■ [セツテイ ( UTILITY )] -[シ *1 シンセッテイ]-[ヨビデシカイスウ]: 2回 
■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ';;亍イ]-[ツウシンセッティ]- 
[ f ンワ/ファクスモ-卜*]:ォフ 

■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]-[ツウシンセッティ]_ 

[テ*ンヮヨビグシシ.カン]: 20秒 

■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセ7テイ]* [ツウシンセッ亍ィ]_ 

[ルスハ'' ンテ'' ンワセツソ''ク ] :オフ 



ルス A * ンテ*ンワセツゾク 

1 _ 

デンワ/ファクスモ-ド 


オン 

十 

オフ 



ルスハ'ンデ;/ 1 7セツ‘/ク：オフ 




電話/ファクスを自動切換する 

け1.、 




\ 1 / .、、 

/ 

テ’ンワ/ファクスモート*: 

オン 

テ’ンワ/ファクスモート*: オフ 


( p .153) 
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はじめに 



















ファクスを受信する（外付け電話機を接続し 
ない） 

自動受信（ファクス専用） 

電話回線をファクス専用として使う場合に設定します。設定メニューの 
[セツテイ （UTILITY)] — [シ''ュシンセツテイ]—[ヨビグシカイスウ]で設定されている回数分 
の時間が経過後、受信が始まります。 


着信 


-►- 受信文書 

自動的に受信を開始 


ファクス専用で使用する場合は、設定メニューを以下のように設定してくだ 
さい。 



■ [セツテイ （UTILITY)] - [-/ r» セツ亍イ]- [-/ r» モート、']:才-トシ、シン 
■ [セツテイ (UTILITY)] -[カンリシャセッティ]-[ツウシンセッティ]-[テ*ンワ/ファクスモ-卜''： h オフ 
■ [セツテイ (UTILITY)] -[カンリシャセッテイ]-[ツウシンセッティ]-[ルス/ぐン f ンワセツヂク]: 
オフ 

設定メニユーの「シ ''1 シンモ-卜''」が「マこユアル'; /i シン」に設定されている 
場合、ファクスは自動的に受信されません。詳しくは、「受信設定メ 
ニユー」 (p.66) をごらんください。 


ファクスを受信する（外付け電話機を接続しない) 
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本機の「メモリシ ''1 シンモ-卜''」の設定が「オン」の場合、ファクス受信後、 
自動的に印刷を開始しません。受信したドキュメントはメモリに保 
存され、「メモリシ ''1 シンモ-卜''」設定で指定した時間に印刷されます。ま 
た、「メモリシ ''1 シンモ-卜''」の設定を「オフ」にすると印刷されます。設定 
メニューの「メモリシ ''1 シンモ-卜''」については、「受信設定メニュー」 
(P.66) を、「メモリシ、シンモ-卜''」の設定のしかたについて詳しくは、 
「メモリ受信モードを設定する」 （ p .72) をごらんください。 


152 


ファクスを受信する（外付け電話機を接続しない) 



!) ァクスを受信する關ナ_纖す 


自動受信（電話/ファクス自動切替え） 

外付け電話機を本機に接続している場合に設定します。着信後、相手がファ 
クスなのか電話なのかを自動的に検知して動作します。 


着信 

Q 


相手がファクスー 

相手がファクスか 
電話かを自動検知 

相手が電話- 



自動的に 

受信を開始 


受信文書 



^_ 〆〆 


PI 

□ □口 

□ □□ 


□ □□ 


□ □□ 


□□□ 


受話器を 

上げて会話 



自動受信（電話/ファクスモード）で使用する場合は、設定メニューを以下 
のように設定してください。 



■ [切テイ （ UTILITY )] - !シ*1シンセツテイ]-[シ*1シンモ-卜*]:才-トシ*ュシン 
■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシン切テイ]-[テ.ンヮ/フ7クスモ-卜'']:オン 
■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシヤセッテイ]-[ツウシンセ':/テイ]-[ルスハ、' ン f ンワセツヂク]: 
オフ 


ファクスを受信する（外付け電話機を接続する) 
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< 相手側がファクスのとき> 

ファクスを受信した場合、自動的にファクス受信を開始します。 

Ik 受話器をとって相手側がファクスであった（ポーポー音が聞こえた） 
場合、ファクス受信に切替えるには、[スタート]キーを押してくだ 
さい。ファクス受信が開始されます。 



電話かを検知中 


<相手側が電話のとき> 

電話を受信した場合、まず電話機から呼び出し音が鳴り、その後本機の呼び 
出し音が鳴ります。 

電話機または本機の呼び出し音が鳴っている間に受話器を上げると通話がで 
きます。 

受話器を上げない場合、本機の呼び出し音が鳴り終わるとファクス受信に自 
動的に切り替わります。「ツウシン エラ-」 が表示されることがありますが、次の受 
信の際に エラー 表示は自動的に解除されますのでそのままお使いください。 



1^5" 本機の「テ''ンワ/ファクスモ-卜''」が「オン」の状態で着信した場合、電話機 
に出なかった場合でも相手側に通話料がかかります。 
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ファクスを受信する（外付け電話機を接続する) 




自動受信（外付け電話機の留守番機能を使用） 

外付け電話機を本機に接続している場合に設定します。ファクス優先で使用 
し、常に外付け電話機の留守番機能を設定している場合に、このモードに設 
定しておくと便利です。着信すると外付け電話機の留守番機能メッセージが 
流れ、相手先がファクスであれば自動的に受信を開始します。 

着信 


外付け電話機 

本機 

相手がファクスなら受信を開始 

外付け電話機の留守番機能を使用する場合は、設定メニューを以下のように 
設定してください。 



ルスハ*ン亍•ンワセツゾク 

1 

T ンワ/ファクスモ-卜* 

オン 

十 

オフ 


■ [セツテイ ( UTILITY )] -[シ''1シンセツテイ]-[デ ; l シンモ-ド']: t - h '/ 

■ [セツテイ （ UTILITY )]- [カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]一 
[テ''ンワ/ファクスモ-卜、、]:オフ 

■ [セツテイ ( UTILITY )] -[カンリシャセツテイ]-[ツウシンセツテイ]一 
[ルスハ'' ンテ'' ンワセツ、/ク]:オン 

<相手側がファクスのとき> 

外付け電話機の留守番機能から本機に自動的に切替わり、受信を開始しま 
す。 

k 外付け電話機の留守番機能を接続して使用する場合は、設定メ 

ニューの「ルスハ''ンテ''ンワセツヂク」を「オン」に設定し、外付け電話機側 
の応答するまでの呼び出し回数は20秒以内の回数を設定してくださ 
し、。 

設定メニューの「ルスハ.ンテ♦ンヮセツソ.ク J については「カンリシャセ7テイ」の 
「ツウシンセツテイ」 （ P .61) をごらんください。 



ファクスを受信する（外付け電話機を接続する) 
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< 相手側が電話のとき > 

送信側に対して留守番機能のメッセージが流れます。 

k 外付け電話機の留守番機能を利用しない場合は必ず「ル;^ンデンワ 

セツデク」を「オフ」にしてください。詳しくは、「ツウシンセツテイ」 （p .61) を 
ごらんください。 


手動受信（主に電話専用） 

外付け電話機を本機に接続し電話として使用することが多い場合にマニユア 
ル受信モードにしておくと便利です。受話器をあげて[スタート]キーを押 
すことで、ファクス受信も可能です。 


着信 



外付け電話の呼出し音が 
鳴りつづける 





口 □口 

〇 

□□□ 


□□□ 


□ □□ 

_ / 

□□□ 



■ 受話器を上げて会話 
■ 相手がファクスのときは 
[スタート]キーを押すか、 

転送受信番号を指定 5 ^すると受信開始 

* 設定メニューの「シ ''1 シンセツテイ」の 
「テンソウ y 1シン」が「オン」ときに有効です。 

手動受信で使用する場合は、設定メニューを以下のように設定してくださ 
い。 



■ [セツテイ （ UTILITY )]- [シ、シンセツテイ]-[シ ''1 シンモード']:マニ; l アルゾユシン 

k 転送受信を行う場合は以下のように設定してください。 

[セツテイ （ UTILITY )]- [シ '' 1シンセツテイ]-[テンソウシ'' ユシン]:オン 

1電話が鳴ったら、受話器を上げます。 

2 [スタート]キーを押すか、外付け電話機で転送受信番号を押し、[兴] 
キーを押します。 

ファクス受信が始まります。 

[^5* コピーモードまたはスキヤンモードになっている場合は、ファク 
スモードに変更してください。 
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ファクスを受信する（外付け電話機を接続する) 






1^" 電話での会話が終了後、[スタート]キーを押すか、外付け電話 
機で転送受信番号を押し、[ X ]キーを押すとファクス受信をしま 
す。 

k 転送受信番号を使用する 
には、設定メニューの 
「シ ''1 シン セ'；/テイ」の 「テンソウ 
シ ''ュ シン」 を 「オン」 にし、 

転送受信番号を設定して 
ください。詳しくは、 

「受信設定 メニュー」 

( p .66) をごらんくださ 
い0 

3 受話器を置きます。 

1^5" スリープモード中の場合は、操作パネルのいずれかのキーを押し 
てください。ウォームアップ後、[スタート]キーを押すと手動 
受信を開始します。 


スタート 



ファクスを受信する（外付け電話機を接続する) 
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受信ファクスを転送する 

転送とは、受信文書が本機で指定した相手先に送信される機能です。 
転送先には、ファクス番号、メールアドレスを設定できます。 

_転送先の設定のしかたについては、「転送設定をする」 （ p .78) を 
ごらんください。 
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受信ファクスを転送する 



受信したファクスを印刷する 


印刷可能領域について 


すべての用紙サイズで、用紙の端か 
ら4 mm を除く領域が、印刷可能領 
域になります。アプリケーション 
ベ_スでぺ_ジサイズのユ _ ザ_設 
定を行うときは、最適な結果が得ら 
れるように印刷可能領域内におさま 
るサイズを設定してください。 

k 印刷可能領域は、相手先の 
原稿読み込み領域によって 
変わることがあります。 


a a 



送信者情報を追加して印刷する 

設定メニューの「フッタ」を「オン」にすると、受信ファクスを印刷するときに、 
送信者のファクス番号、受信日時、セッション番号、ぺージ番号を、ぺージ 
下部の端から 4.0 mm の部分に印字できます。 



098765432 CXDT. 05.261 

:54 RECEIVED FROM: 012345678 #0064-001 


1 1 

1 2 

1 1 1 

3 4 5 

No . 

項目 

説明 

1 

本機のファクス番号 

設定メニューの[セッティ （ UTILITY )] - 

[カンリシャセッテイ]- [ i - f -セッティ]で設定されてい 

るファクス番号が表示されます。 

2 

受信日時 

ファクスが受信された日時が表示されます。 
時刻は24時間形式で表示されます。 

3 

送信者のファクス番号 

送信者のファクス番号が表示されます。 

4 

セツシヨン番号 

ファクスを受信するセツシヨン番号が表示さ 
れます。 

5 

ページ番号 

ページ番号が表示されます。 


受信したファクスを印刷する 
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1^5" フツタを印字するには、「シ''ュシンセツテイ」の「フツタ」の設定を「オン」に 
してくださしヽ。詳しくは、「受信設定メニュー」 （P.66) をごらんく 
ださい。 


160 


受信したファクスを印刷する 



受信時の記録方法について 

受信文書の長さと実際に記録される文書の関係は、下記のとおりです。 

設定メニューの「シ ''1 シンセツテイ」の「シ1クシヨウシ ''1 シン」の設定により、記録方法 
が異なります。 

シュクシヨウシ''; L シン：オン 

1^^縮小の場合、縦方向の画像のみが縮小されます。 


印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 

A 4 

オフ 

289以下 

1ページに等倍(100%)で記録 

290〜313 

1ページに289 mm の画像長に縮小して 
記録 

314〜570 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

571〜851 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

852〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 

オン 

285以下 

1ページに等倍(100%)で記録 

286〜309 

1ページに285 mm の画像長に縮小して 
記録 

310〜562 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

563〜839 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

840〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 

レター 

オフ 

271以下 

1ページに等倍(100%)で記録 

272〜295 

1ページに271 mm の画像長に縮小して 
記録 

296〜534 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

535〜797 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

798〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 


受信時の記録方法について 
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印刷用紙 

サイズ 

r フツタ」 
設定 

受信画像長 

記録方法 


オン 

267以下 

1ページに等倍(100%)で記録 

268 〜 291 

1ページに267 mm の画像長に縮小して 
記録 

292 〜 526 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

527 〜 785 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

786 〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 

リー' ガル 

オフ 

348以下 

1ページに等倍(100%)で記録 

349 〜 371 

1ページに347 mm の画像長に縮小して 
記録 

372 〜 688 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

689 〜 

1028 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

1029 〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 

オン 

344以下 

1ぺージに等倍(100%)で記録 

345 〜 368 

1ページに343 mm の画像長に縮小して 
記録 

369 〜 680 

2ページに分割して等倍(100%)で記録 

681〜 

1016 

3ページに分割して等倍(100%)で記録 

1017〜 

4ページに分割して等倍(100%)で記録 
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受信時の記録方法について 




シ; L クシヨウシ '1 シン：オフ 


印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 

A 4 

オフ 

289以下 

1ページに記録 



290〜570 

2ページに分割して記録 



571〜851 

3ページに分割して記録 



852〜 

4ページ以上に分割して記録 


オン 

285以下 

1ページに記録 



286〜562 

2ページに分割して記録 



563〜839 

3ページに分割して記録 



840〜 

4ページ以上に分割して記録 

レター 

オフ 

271以下 

1ページに記録 



272〜534 

2ページに分割して記録 



535〜797 

3ページに分割して記録 



798〜 

4ページ以上に分割して記録 


オン 

267以下 

1ページに記録 



268〜526 

2ページに分割して記録 



527〜785 

3ページに分割して記録 



786〜 

4ページ以上に分割して記録 

リ_ガル 

オフ 

348以下 

1ページに記録 



349〜688 

2ページに分割して記録 



689〜 

1028 

3ページに分割して記録 



1029〜 

4ページ以上に分割して記録 


受信時の記録方法について 
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印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 


オン 

344以下 

1ページに記録 

345〜680 

2ページに分割して記録 

681〜 

1016 

3ページに分割して記録 

1017〜 

4ページ以上に分割して記録 


シ i クシヨウシンン:かソト 

1^5" 1ページ以内に納まらない画像は、最大24 mm までカットされます。 
24 mm 以上の場合、次ページへプリントされます。 


印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 

A 4 

オフ 

289以下 

1ページに記録 



290〜313 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ぺージに記録 



314〜570 

2ページに分割して記録 



571〜594 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



595〜851 

3ページに分割して記録 



852〜 

3ページに分割して記録… 


オン 

285以下 

1ページに記録 



286〜309 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ページに記録 



310〜562 

2ページに分割して記録 



563〜586 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



587〜839 

3ページに分割して記録 



840〜 

3ページに分割して記録… 
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受信時の記録方法について 





印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 

レター 

オフ 

271以下 

1ページに記録 



272〜295 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ぺージに記録 



296〜534 

2ページに分割して記録 



535〜558 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



559〜797 

3ページに分割して記録 



798〜 

3ページに分割して記録… 


オン 

267以下 

1ページに記録 



268〜291 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ぺージに記録 



292〜526 

2ページに分割して記録 



527〜550 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



551〜785 

3ページに分割して記録 



786〜 

3ページに分割して記録… 

リ_ガル 

オフ 

348以下 

1ページに記録 



349〜371 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ページに記録 



372〜688 

2ページに分割して記録 



689〜712 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



713〜 

1028 

3ページに分割して記録 



1029〜 

3ページに分割して記録… 


受信時の記録方法について 
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印刷用紙 

サイズ 

「乃夕」 
設定 

受信画像長 

記録方法 


オン 

344以下 

1ページに記録 



345〜368 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、1 
ぺージに記録 



369〜680 

2ページに分割して記録 



681〜704 

受信画像の下部1〜24 mm を破棄し、2 
ページに分割して記録 



705〜 

1016 

3ページに分割して記録 



1017〜 

3ページに分割して記録… 
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受信時の記録方法について 





相手先を登録する 


ダイアル登録機能について 

頻繁に使うファクス番号は、ダイアル登録機能に登録でき、送信時に簡単に 

呼び出すことができます。また、登録することで、ファクス番号の入カエ 

ラーを防ぐことができます。 

登録には、以下の種類があります。 

■ お気に入り：短縮ダイアルおよびグループダイアルで頻繁に使う相手先 
を、お気に入りに登録し、ファクス番号の呼び出しをスピードアップで 
きます。登録のしかたについては、「お気に入り」 （ p .169) をごらんく 
ださい。 

■ 短縮ダイアル：短縮ダイアルにファクス番号を登録します。ファクス送 
信時には、短縮ダイアル番号を入力して、ファクス番号を呼び出すこと 
ができます。登録のしかたについては、「短縮ダイアル」 （ p .176) をご 
らんください。 

■ グループダイアル：複数の相手先をグループとしてまとめて、グループ 
ダイアルに登録します。ファクス送信時には、グループダイアル番号を 
入力して、同報送信のファクス番号を呼び出します。登録のしかたにつ 
いては、「グループダイアル」 （ p .184) をごらんください。 

相手先を短縮ダイアルまたはグループダイアルに登録すると、検索 
機能を使用して、相手先を検索できるようになります。検索機能の 
使用方法については、「リスト機能で検索して送信する」 （ p .103) ま 
たは「検索機能で検索して送信する」 （ p .106) をごらんください。 
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ダイアル登録機能について 



お気に入り 


相手先をお気に入りへ登録する 


短縮ダイアルおよびグループダイアルで頻繁に使う相手先を、お気に入りに 
登録し、ファクス番号の呼び出しをスピードアップできます。最大20件を 
お気に入りに登録できます。 


Ik 相手先をお気に入りへ登録する場合は、あらかじめ短縮ダイアル 
またはグループダイアルへ登録してください。 


[▼]/[▲] キーで、メ 
ニューの「セツテイ （ UTILITY ) 」を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►セツ テイ （ UTILITY ) Z 

2 =-> センタク 



お気に入り 
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1ゥセイ 


夕、、イアルトウロク 
►オキニイリ 
タンシュクタ♦イ7ル 
r ル-フ。夕♦イアル 


2 [ T ] / [ A ] キー で、メ 

ニューの 「グイアルトウ ロク」 を選択 
し、[選択]キーを押します。 



3「オキ ニ イリ」が選択されていること 
を確認し、[選択]キーを押し 
ます。 

オキ ニ イリ画面が表示されます。 

1^5" お気に入りをはじめて登 
録する場合は、手順 5 へ 
進みます。 




4「ツイカ」が選択されていることを 
確認し、[選択]キーを押しま 
す。 



セツテイメニ 1- 

2/3 

コヒ。ーセツテイ 

n 

■ 

►タマアルトウロク 


ソウシンセツテイ 

■ 

U 


U/ 


シウ 
/ヨ 
ンリ 
イカ--ゥ 
ニイク1 
キツカシ 
才 A 


ESU 


nis 
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お気に入り 






5 テンキーで短縮ダイアル番号 
(1 〜220)を入力し、[選択] 
キーを押します。 

-グループダイアル番号を登 
録したい場合は、[登録宛 
先]キーを押し、グループ 
ダイアル番号 （1 〜 20) を 
入力後、[選択]キーを押し 
ます。 

1^5" 文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
し、。 

6 もう一度、[選択]キーを押し 
ます。 


7 [▼] / [A] キーで、 

「シ1ウリョウ」を選択し、[選択] 
キーを押します。 

-お気に入りへさらに追加し 
たい場合は、「ツイカ」を選択 
し、[選択]キーを押しま 
す。手順4 ~ 6を繰り返し 
ます。 

相手先がお気に入りへ登録され 
ます。 

Ik ファクスモード画面に戻 
るには、ファクスモ_ド 
画面が表示されるまで、 
[戻る]キーを押すか、 
[ストップ/リセット] 
キーを押します。 


オキニイリ 

6/20 

アイテサキ 


i ンシ1ク 

r イアル： 

ク*ル-フ。 

r ィアル=アテサキ 





オキニイリ 


力 

n 

■ 

カク ニン/ シ； L ウセイ 


トン; L ウリョら 

■ 

U 



お気に入り 
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相手先をお気に入りから削除する 


登録したお気に入りの相手先は削除できます。 

"![▼]/[▲] キー で、 メ 

ニューの 「セツ テイ （ UTILITY ) 」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル Z 

トセ ッ テイ （ UTILITY ) Z 
2=->センタク 



2 [▼] / [ A ] キーで、メ 

ニューの 「グイアルトウ ロク」 を選択 
し、[選択]キーを押します。 



セツテイメニ； L - 

2/3 

コヒ。_セツテイ 

n 

■1 

►夕♦イアルトウロク 


ソウシンセツテイ 

■ 

U 



172 


お気に入り 





3 「オキ ニ イリ」が選択されていること 
を確認し、[選択]キーを押し 
ます。 

オキ ニ イリ画面が表示されます。 



4 [▼] / [▲] キーで、メ 

ニューの 「カク こン /シュウセイ」を選択 
し、[選択]キーを押します。 




夕、'イアルトウロク 

1/1 

►オキニイリ 

n 

■ 

タン シ1 クタ*イアル 


ク*ル- フ。 夕♦イアル 

m 

U 



お気に入り 
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5 [▼] X [A] キーで、削除し 

たい相手先を選択し、[ストッ 
プ/リセット]キーを押します。 



6「ハイ」が選択されていることを 
確認し、[選択]キーを押しま 
す0 


スドンブ/リセット 




7 [戻る]キーを押します。 


別の相手先を続けて削除 
する場合は、手順 5 以降 
を繰り返します。 


戻る 



オキニイリ 

2/5 

DEF 

n 

國 

►-GHI 


ABC 

■ 

U 


nsu 


3 

キ エ 
ウイイ 
3ハイ 

シ A 


174 


お気に入り 





8 [▼] / [▲] キーで、 

「シ妫リョウ」を選択し、[選択] 

土 _在■ネ甲 I 古甘 " 

相手先がお気に入りから削除さ 
れます。 

Ik ファクスモード画面に戻 
るには、ファクスモード 
画面が表示されるまで、 
[戻る]キーを押すか、 
[ストップ/リセット] 
キーを押します。 



オキニイリ 


力 

n 

譲 

カク ニン/ シ; L ウセイ 


トシ; L ウリヨら 

■ 

U 



お気に入り 
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短縮ダイアル 


短縮ダイアルを登録する 


頻繁に使うファクス番号を、短縮ダイアルに登録します。または、一括送信 
設定を登録できます。（最大220件） 


"![▼]/[▲] キーで、メ 

ニューの「セツテイ （ UTILITY )」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►セツ テイ （ UTILITY ) Z 

!!S-> センタク 



2 [T] / [A] キーで、メ 

ニューの「グイアルトウロク」を選択 
し、[選択]キーを押します。 



セッテイメニュ- 

2/3 

コヒ 。ーセツ テイ 

n 

■ 

►■夕•イアルトウロク 


ソウシンセッティ 

_ 

U 
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短縮ダイアル 





3 [T] / [A] キーで、メ 

ニューの「タンシュクグイアル」を選択 
し、[選択]キーを押します。 

タンシ1クタ''イアル画面が表示されま 
す。 



夕''ィアルトウロク 

i/i 

オキニイリ 

n 

園 

►■タンシ1ク r イアル 


ク♦ル-;7。夕♦イアル 

■ 

U 



4 テンキーで短縮ダイアル番号 
(1 〜220)を入力し、[選択] 
キーを押します。 

LDAP 検索が設定されて 
いる場合は、[選択] 

キ _ を押したあと、 

「シ1卜''ウセツテイ」または 
「 LDAP ケンサク」を選択す 
る画面が表示されます。 
「シ1卜''ウセツテイ」を選択し、 
[選択]キーを押してく 
ださい。 


タンシュクタ、、イアル 
タンシュクタ♦イアル：_ 



1^5" 文字の入力/修正については「入力のしかた」 （ p .216) をごらん 
ください。 


Ife 選択した短縮ダイアル番号にすでに相手先が登録されている場合 
は、「トウロクシマシタ！」というメッセージが表示されます。[戻る] 
キーを押してグイアルトウロク画面に戻り、手順3からやり直してくだ 
さい。 


短縮ダイアル 
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5 相手先の名前を入力し、[選択] 
キーを押します。 

k 名前には半角（カタカ 
ナ、 英数字、記号）20 
文字まで入力できます。 

[^5 文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
(P.216) をごらんくださ 
い。 


タンシ; l クタ♦イアル017 

ナマエ 

: CA -] 



6テンキーで相手先のファクス番 
号を入力します。 

1^5" ファクス番号は、半角 
(数字、 スペース、*、#、 
-、 P (ポーズ ）） 50文字 
まで入力できます。 

p (ポーズ）は[リダイア 
ル/ポ ーズ]キーを 押し 
て入力しますが、ファク 
ス番号の先頭には入力で 
きません。 


タンシュクタ♦イアル017 
アイテサキ 

: [ 1 …] 


ア力 ABC サ DEF 

(OD LiJ L^J] 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

[CTD LiJTHIl 


マ PCJRS ヤ TUV ラ WXYZ 



文字の入力/修正につい 

ては、「入力のしかた」 （p.216) をごらんくださし、。 


7 [▼] キーを押します。 



178 


短縮ダイアル 








(00:00-23:59) 


タンシ; l クイアル017 
►■ソウシンシ♦コク 
ツウシンソクド 


8 [▼] / [▲] キーで、さらに 

設定する項目を選択します。 

-一括送信を設定する場合は、 
「'ノウシンゾコク」を選択し、[選 
択]キーを押します。手順9 
へ進みます。 

-モデムスピードを設定する 
場合は、「ツウシンソクト*」を選択 
し、[選択]キーを押しま 
す。手順10へ進みます。 



9 テンキーで一括送信時間を入力 
し、[選択]キーを押します。 
一括送信が設定されます。手順 
11へ進みます。 


文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
い。 


(UU L2J LJD1 

夕 GHI ナ JKL AMNO 

(LU QsITLej] 

マ PQRS ヤ TUV ラ WXYZ 




10 [▼]/[▲] キーで、目的の 
モデムスピードを選択し、[選 
択]キーを押します。 

モデムスピードが設定されま 
す。手順11へ進みます。 

巨^送信エラーが発生する場 
合、14.4または 9.6 のモ 
デムスピードを選択して 
ください。 




ツウシンソクド 

i/i 

►33.6 Kbps 

n 

■ 

14.4 Kbps 


9.6 Kbps 

■ 

u 


コ 

❖ 一 

シ 

I 

ンマ 

シィ 

ウタ 

ソ 


•nsu 


短縮ダイアル 
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11 [戻る]キーを押します。 


戻る 



12 [選択]キーを押します。 

入力した情報が、短縮ダイアル 
番号に登録されます。 

_ファクスモード画面に戻 
るには、ファクスモード 
画面が表示されるまで、 

[戻る]キーを押すか、 

[ストップ/リセット]キーを押します。 



短縮ダイアルを変更、削除する 

登録した短縮ダイアルの情報は修正できます。 

][▼]/[▲] キーで、メ 

ニューの「セツテイ （ UTILITY )」 を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 




%EHU 

〇 

〇 


モ ) 



ル L 
セ I ク 

ン I —夕 

ヤ U ン 

4 イ\/ 
5クテ- 

- ■ヤツ■】 
2 m セ E 1 
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短縮ダイアル 




2 [T] / [A ] キー で、メ 

ニューの「グイアルトウロク」を選択 
し、[選択]キーを押します。 



セツテイメニ 1- 

2/3 

コヒ。-セツテイ 

n 

國 

W イアルトウロク 


ソウシンセツテイ 

■ 

U 



3 [T] / [A ] キー で、メ 

ニューの「タンシュクグイアル」を選択 
し、[選択]キーを押します。 

タンシュクタ''イアル画面が表示されま 
す。 



夕♦イアルトウロク 

1/1 

オキニイリ 

n 

■ 

►タンシ; 1 クタ、、イアル 


ク♦ル-; 7。 夕♦イアル 

■ 

U 



短縮ダイアル 


181 





タンシ; l ク r イアル oil 
トヘンシュウ 
シヨ6キヨ 


4 テンキーで編集/削除したい短 
縮ダイアル番号 （1 〜220)を 
入力し、[選択]キーを押しま 
す。 

1^5" 文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
(P.216) をごらんくださ 
し、。 



5 [ T ] / [ A ] キーで、「ヘンシ1ウ」 

または「ショウキョ」を選択し、[選 

択] キーを 押します。 

-「ヘンシ1ウ」を選択した場合は、 
短縮ダイアルの名前が表示 
されます。手順6へ進みま 
す。 

-「ショウキョ」を選択した場合は、 
短縮ダイアルに登録された 
情報が削除されます。削除 
の場合、ここで手順は終了 
です。 




6名前、ファクス番号、モデムス 

ピード、一括送信設定を必要に応じて変更します。 


編集した短縮ダイアルが、お気に入り、グループダイアル、転送 
設定に登録されている場合、変更後の短縮ダイアルをそれぞれの 
登録に残すかどうか確認するメッセージが表示されます。残す場 
合は、「ハイ」、残さない場合は、「イイエ」を選択し、[選択]キーを 
押します。 

メモリに一括送信待機中の文書がある場合に一括送信時間を変更 
しても、メモリ中の文書は変更前の時間で送信されます。 

文字の入力/修正については、「入力のしかた」 （p.216) をごら 
んください。 


タンシユクタ♦イアル 
タンシ1クタ ♦ イ7ル：- 


■EHU 
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短縮ダイアル 






7 変更が終了したら、[選択] 

キーを押します。 

短縮ダイアルに登録されている 
相手先情報が変更されます。 



短縮ダイアル 
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グループダイアル 


グループダイアルを登録する 


頻繁に使う同報送信のファクス番号をグループダイアルに登録できます。1 
つの グループダイアルに最大50件登録可能です。 


k 相手先をグループダイアルへ登録する場合は、あらかじめ短縮ダイ 
アルへ登録してください。 


"![▼]/[▲] キーで、メ 

ニューの「セツテイ （ UTILITY ) 」を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►セ';;テイ （ UTILITY ) Z 
!! S -> センタク_ 
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グループダイアル 




2 [ T ] / [ A ] キー で、メ 

ニューの「グイアルトウロク」を選択 
し、[選択]キーを押します。 



セツテイメニ 1- 

2/3 

コヒ。-セツテイ 

n 

國 

W イアルトウロク 


ソウシンセツテイ 

■ 

U 



3 [ T ] / [ A ] キー で、メ 

ニューの 「グル-/グイ 7 ル」を選 
択し、[選択]キーを押します。 
グル-/夕''イアル画面が表示されま 
す。 



夕♦イアルトウロク 

i/i 

オキニイリ 

n 

■ 

タンシュクタ♦イアル 


►ク♦ル-フ。夕、、イアル 

■ 

U 



グループダイアル 
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4 


5 


テンキーでグループダイアル番 
号 （1 〜 20) を入力し、[選択] 
キーを押します。 

1^5" 文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 


ク、'ル- フ。 夕♦イアル 
ク♦ル-；7。夕♦イアル：_ 



( P .216) をごらんくださ 
い。 

選択したグループダイア 
ル番号にすでに相手先が 
登録されている場合は、 

「トウロクシマシタ！」という 

メッセージが表示されます。[戻る]キーを押してグイアルトウロク画 
面に戻り、手順3からやり直してください。 



グループダイアルの名前を入力 
し、[選択]キーを押します。 

k 名前には半角（カタカ 
ナ、英数字、記号）20 
文字まで入力できます。 

文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
い0 


ク♦ル-; 7。 夕♦イアル 12 

ナマエ 

: [ A -] 



6 


テンキーでグループダイアルに 
登録する短縮ダイアル番号を入 
力し、[選択]キーを押します。 

^5" グループダイアルに登録 
されているグル_プダイ 
アル番号を登録する場合 
は、[登録宛先]キーを 
押してグループダイアル 
番号を入力し、[選択] 
キーを押します。 

[^5 文字の入力/修正につい 


ク*ル- フ。 

夕*ィァル 12 

1/50 

アイテサキ 


n 

■ 

今 ンシ;1 ク 

r イアル： 


r ル- フ。 

夕.イアル=アテサキ B 1 




ては、「入力のしかた」 ( p .216) をごらんくださし、。 
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グループダイアル 








7 もう一度、[選択]キーを押し 
ます。 



8「ツイカ」が選択されていることを 
確認して、[選択]キーを押し 
ます。すべての相手先を指定す 
るまで、手順6〜8を繰り返し 
ます。 

-相手先の指定を終了する場 
合は、手順 9 へ進みます。 


ク♦ル- フ。 夕*イアル 12 


”イカ 

n 

_ 

カク ニン/ シ 1 ウセイ 


シュウリヨら 

_ 

U 



9 [T] / [A] キーで、 

「シ1ウリョウ」を選択し、[選択] 

土 _冬ネ甲 I 古ナ 

複数宛先がグループダイアルに 
登録されます。 

1^5" ファクスモード画面に戻 
るには、ファクスモード 
画面が表示されるまで、 
[戻る]キーを押すか、 
[ストップ/リセット] 
キーを押します。 



ク♦ル-; 7。 夕♦イアル 12 


ツイカ 

n 

■ 

カク ニン/ シ 1 ウセイ 


トシ; L ウリョら 

■ 

U 



グループダイアル 
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グループダイアルを変更、削除する 


登録したグループダイアルの情報を修正できます。 

"![▼]/[▲] キー で、 メ 

ニューの「セツテイ （ UTILITY ) 」を 
選択し、[選択]キーを押しま 
す。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル Z 

トセ ッ テイ （ UTILITY ) Z 
2=->センタク 



2 [▼] / [ A ] キーで、メ 

ニューの 「グイアルトウ ロク」 を選択 
し、[選択]キーを押します。 



セツテイメニ； L - 

2/3 

コヒ。_セツテイ 

n 

■1 

►夕♦イアルトウロク 


ソウシンセツテイ 

■ 

U 
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グループダイアル 





3 [ T ] / [ A ] キー で、メ 

ニューの 「グル-/グイアル」を選 
択し、[選択]キーを押します。 
ゲル-/夕''イアル画面が表示されま 
す。 



夕''イアル 

トウロク 

i/i 

オキニイリ 


n 

園 

タンシ1ク 

r イアル 


W ル-フ 

。夕♦イアル 

■ 

U 



4 テンキーで編集/削除したいグ 
ル _ プダイアル番号を入力し、 
[選択]キーを押します。 

1^^文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
( P .216) をごらんくださ 
い0 



グループダイアル 
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5 [T] / [A] キーで、「ヘンシ 1 ウ」 

または「ショウキョ」を選択し、[選 

択]キーを押します。 

-「ヘンシ1ウ」を選択した場合は、 
グループダイアルの名前が 
表示されます。手順6へ進 
みます。 

-「ショウキョ」を選択した場合は、 
グループダイアルに登録さ 
れた情報が削除されます。 
削除の場合、ここで手順は 
終了です。 



ク♦ル- フ。 夕♦イアル 12 
►ヘンシュウ 
シヨらキ 3 



6グループ名を変更したい場合 
は、新しいグループ名を入力し 
て、[選択]キーを押します。 


文字の入力/修正につい 
ては、「入力のしかた」 
( p .216) をごらんくださ 
い。 


ク''ル -: T 
ナマエ 
: 01 


夕♦イアル12 


_ 力 ABC _ サ DEF 


(U_J d2j L3J' 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

[ l_U QsITLej ] 

マ PQRS ヤ TUV ラ WXY2 




7 相手先を追加/削除します。 

-相手先を追加する場合は、 
「ツイカ」が選択されているこ 
とを確認し、[選択]キーを 
押します。 


夕♦イアル12 


ク*ル- フ。 

►ツイカ 
力々 ニン/ シ1ウセイ 
シュウリョウ 
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グループダイアル 







夕♦イアル 12 4/50 

n 

夕♦イアル: I 

夕 M アル=ァテサキ！: 


r ル -: r 
アイテサキ 
6ンシ1ク 
ク♦ル -： T 


ク♦ル- フ。 夕♦イアル 12 
'バカ 

►カク ニン/ シ; L ウセイ 
シ; L ウリヨら 


短 te ダイアル番号を入力し、 
[選択]キーを押し、もう一 
度[選択]キーを押します。 


相手先を削除する場合は、 
[▼]/[▲] キーで、 

「カク ニ ン/シュウセイ」を選択し、 
[選択]キーを押します。 


(Lj_J L^J LX31 

夕 GHI ナ JKL 八 MNO 

| L 4 J L 5 TT 3 H 1 

_ マ PORS _ ヤ TUV _ ラ WXY2 



x 2 




Eis 


グループダイアル 
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[▼]/[▲] キーで、削除 
したい相手先を選択し、[ス 
トップ/リセット]キーを押 
します。 



「ハイ」が選択されていること 
を確認して、[選択]キーを 
押します。 

グループ ダイアルに登録され て 
いる相手先が削除されます。 


ストップ/リセット 




[戻る]キーを押します。 


戻る 



ク♦ル- フ。 夕''イアル12 

1/3 

►ABC 

n 

園 

DEF 


GHI 

■ 

U 


ESU 


3 

キ エ 
ウイイ 
ョ/\イ 

シ4 
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グループダイアル 





8 [T] / [A] キーで、 

「シ1ゥリョウ」を選択し、[選択] 

グループダイアルに登録されて 
し、る情報が変更されます。 



ク♦ル-フ。夕♦ィアル12 


、バカ 

n 

■ 

カクニン/シ; L ウセイ 


トシ; L ゥリヨら 

■ 

U 



グループダイアル 
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グループダイアル 




通信管理 


カウンターについて 

本機がインストールされてから行われた操作を、メニューの「レホ°-卜/ステ-タス」 
で確認できます。ファクス関連のカウンタのチェック方法は以下のとおりで 
す。 


ファクスプリントのカウンターを確認する 


このカウンターは、本機が設置されてからの総印刷枚数を示しています。 

1 [▼]/[▲] キーで、「レホ。 - 卜/ 

ステ-タス」を選択し、[選択]キー 
を押します。 



12:54 メモリ：100% 

ヨャクキャンセル S 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

!!S-> センタク_ 



2「卜-タルフ°リント」が選択されている 
ことを確認し、[選択]キーを 
押します。 

卜-タルフ°リント画面が表示されます。 


レホ。-卜/ステ-タス 

1/2 

►卜-タル フ。 リント 

n 

■ 

ショ 1 ^モウリョウ 


ツウシンケッカ 

■ 

u 
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カウンターについて 





3 [ T ] / [ A ] キーで 画面をス 

クロールし、「ファクス/リント」を表 
示させます。 

ファクスでの総印刷枚数を確認 
できます。 

Ik ファクスモード画面に戻 
るには、[ストップ/リ 
セット]キーを押しま 
す。 



卜-タルフ。リント 

2/3 

モノクロフ。リント 

：0000782 

カラ-フ。リント 

:000071_ 

ファクスフ。リント 

：0002635 


スキャン合計のカウンターを確認する 


本機がインストールされてから行われたコピー以外の総スキヤン回数を示し 
ています。 


"![▼]/[▲] キーで、 「レホ。-卜/ 
ステ-タス」を選択し、[選択]キー 
を押します。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル Z 

トセッテイ （ UTILITY ) Z 
2 E -> センタク_ 



カウンターについて 
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2 「卜-タルフ’リント」が選択されている 
ことを確認し、[選択]キーを 
押します。 

卜-タルフ°リント画面が表示されます。 


3 [ T ] / [ A ] キーで画面をス 

クロ ー ルし、「トタルスキヤン」を表 
示させます。 

ファクスでの総スキヤン回数を 
確認できます。 

1^5" ファクスモード画面に戻 
るには、[ストップ/リ 
セツト]キーを押しま 
す。 


レホ。-卜/ステ-タス 

1/2 

►卜-タルフ。リント 

n 

■ 

ショ 1 i モウリョウ 


ツウシンケツカ 

■ 

U 



卜-タルフ。リント 3/3 

卜-タルスキャン ：0002392 
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送信/受信結果をディスプレイで確認する 


最大60件の送受信結果をメツセージウィンドウで確認できます。 

1 [▼]/[▲] キーで、「レホ。 - 卜/ 

ステ-タス」を選択し、[選択]キー 
を押します。 



12:54 メモリ：100% 

ヨヤクキャンセル S 

►■セッティ （ UTILITY ) Z 
2E_> センタク_ 



2 [ T ] / [ A ] キー-で、「ツウシン 
ケッカ」を選択し、[選択]キーを 
押します。 

ツウシンゲ:/力画面が表示され、通信 
の履歴が表示されます。 

1^5" [スタート]キーを押す 
と、メ ツセー ジウインド 
ウに表示されている通信 
結果の詳細なレポートを 
出力できます。 

1^^ファクスモード画面に戻 
るには、[選択]キーを 
押します。 



レホ。-卜/ステ-タス 

1/2 

卜-タルフ。リント 

n 

m 

ショ 1 モウリョウ 


►ツウシンケツカ 

m 

U 



送信/受信結果をディスプレイで確認する 
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レポートとリストについて 

ファクス送受信状態のレポートや短縮ダイアルの内容などを印刷できます。 
以下のレポートとリストを印刷できます。 


レポートとリストを印刷する 

1 [▼]/[▲] キーで、「レホ。 - 卜/ 
ステ-タス」を選択し、[選択]キー 
を押します。 



12:54 メモリ：100% 

ヨャクキャンセル S 

►セツテイ （ UTILITY ) Z 

!!S-> センタク_ 



2 [ T ] / [ A ] キーで、「レホ。-卜」 
を選択し、[選択]キーを押し 
ます。 



レホ。-卜/ステ-タス 

2/2 

卜0ホ。-卜 

n 

■ 

■ 

U 
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レポ_卜とリストについて 





3 [T] / [A] キーで、目的の 

レポートを選択し、[選択] 
キーを押し、[スタート]キ_ 

レポートが^!刷されます。 



ソウシンケッカレホ。-卜 

セッション番号、受信者名、送信日、送信開始時間、送信ページ数、送信に 
かかった時間、モード、送信結果が印刷されます。 

Ik 送信結果レポートの印刷のしかた（送信毎：オン、エラー時のみ： 
オン（エラー）、印刷しない：オフ）を設定できます。詳しくは、 
「レポート設定メニュー」 （p.69) をごらんください。 


シ ♦；! ■シンヶッカレホ。-卜 

セッション番号、受信日、受信開始時間、受信ページ数、受信にかかった時 
間、モード、受信結果が印刷されます。 

Ik 受信結果レポートの印刷のしかた（受信毎：オン、エラー時のみ： 
オン（エラー）、印刷しない：オフ）を設定できます。詳しくは、 
「レポート設定メニュー」 (p.69) をごらんください。 



SESSION 

FUNCTION 

NO. 

DESTINATION 

STATION 

DATE 

TIME 

PAGE 

DURATION 

MODE 

RESULT 

0001 

TX 

001 

トウキヨウ I イキ '' ヨウ 
012345678 

APR.19 

18:00 

010 

00h02min21s 

G3 

STOP 


00A0:TX CANCEL 




レポートとリストについて 
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ツウシンカンリレホ。-卜 

ジョブ番号、セッション番号、通信日、送受信開始時間、通信のタイプ（送 
信または受信）、相手先名、送受信のページ数、通信結果が印刷されます。 

Ik 通信結果レポートを送受信60回ごとに自動的に印刷するようセット 
することができます。詳しくは、「レポート設定 メニュー」 （p.69) 

をごらんください。 


N0. 

SESSION 

DATE 

TIME 

TX/RX 

DESTINATION 

STATION 

PAGE 

DURATION 

MODE 

RESULT 

01 

0001 

APR.19 

16:32 

TX-- 

トウキヨウ i イキ '' ヨウ 
012345678 

006 

00h01min16s 

ECM 

OK 

02 

0002 

APR.19 

18:00 

—RX 

098765432 

001 

00h02min21s 

ECM 

NG 

0034 

03 

0003 

APR.19 

18:00 

—RX 

098765432 

012 

00h02min48s 

ECM 

OK 

04 

0004 

APR.19 

19:12 

TX-- 

ホンシャ 

024682468 

001 

00h00min56s 

ECM 

OK 


ツウシンヨヤクリスト 

送信待ち文書およびタイマー送信（一括送信も含む）の文書のリストです。 
セッション番号、送信タイプ、時刻、相手先名、ページ数が印刷されます。 


SESSION 

FUNCTION 

TIME 

NO. 

DESTINATION STATION 

PAGE 

0001 

TX 

18:00 

001 

SP-001 トウキヨウ i イキ '' ヨウ 

012345678 

012 


ヨヤクカ♦ソ♦ウフ。リント 

メモリに蓄積されている文書の1ページ目の縮小画像を印刷できます。 
セッション番号、送信タイプ、相手先名、日時、ページ数が併せて印刷され 
ます。 


オキニイリリスト 


お気に入りに登録された相手先のリストが、お気に入りの表示順に印刷され 
ます。 


FA-NO. 

DESTINATION STATION 

DESTINATION NUMBER 

SPEED 

SET DATE 

FA-01 

トウキヨウ i イキ 、' ヨウ 

012345678 

33.6 

JAN. 20.2006 

FA-02 

オオサカエイギヨウ 

098765432 

33.6 

JAN. 20.2006 

FA-03 

ホンシャ 

024682468 

33.6 

FEB.1 2.2006 

FA-04 

フクオカ I イギヨウ 

0224466880 

12.8 

FEB.1 2.2006 
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レポ_卜とリストについて 






タンシ 1 クグイアルリスト 


短縮ダイアル番号に登録された相手先のリストが、短縮ダイアル番号の順に 
印刷されます。一括送信設定が登録されている短縮ダイアル番号には、 
「DETAIL」 に時刻が表示されます。 


SP-NO. 

DESTINATION STATION 

DESTINATION NUMBER 

DETAIL 

SET DATE 

SP-001 

アムステルタ''ムシシャ 

0P0 9876543 

23:00 

33.6 

JAN. 20.2006 

SP-002 

カンコクシシャ 

0P01 357913 


33.6 

JAN. 20.2006 

SP-003 

ABCDEF 

024682468 


33.6 

FEB.1 2.2006 

SP-004 

ユウビンキヨク 

0224466880 


14.4 

FEB.1 2.2006 


グル-/タソアルリスト 


グループダイアルのリストが、グループダイアル番号の順に印刷されます。 


KEY-NO. 

NAME 

NO. 

DESTINATION STATION 

GP-01 

GROUP-01 

01 

SP-002 トウキヨウ i イキ '' ヨウ 

098765432 



02 

SP-004 フクオカ I イキ ' ヨウ 

0P0 2345678 



03 

SP-001 アムステルグムシシヤ 

0P0 9876543 


ホンタイセツテイリスト 

メニュ ー _覧と設定内容を印刷します。 

フ。リンタセツテイリスト 

本機のおおよそのトナー残量、状態、情報、設定内容を印刷します。 

1^5" フ°リンタセツテイリスト (Configuration Page) で表示される消耗品の残量表 
示は、実際の使用量と完全に一致するものではなく、あくまで目安 
の値です。 

デモへ。-シ* 

デモページを印刷します。 


レポ_卜とリストについて 
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レポートとリストについて 


トラブル 
シューテイング 



送信時のトラブル 

うまく送信できない場合は、次の表を參照して処置をしてください。処置を 
しても正常に送信できない場合は、サービス実施店にお問い合わせくださ 
い。 

1^5" エラーメッセージについては「エラーメッセージ」 （ P .210) をごら 
んください。原稿がつまった、用紙がつまった、画質が悪い、卜 
ナーがなくなったなどのトラブルについては、「プリンタ/コピー/ 
スキヤナユーザーズガイド」 (Documentation CD-ROM 内の PDF マ 
ニュアル）をごらんください。 


トラブルの内容 

原因 

処置のしかた 

原稿が読み込まれない。 

原稿が厚すぎるか、薄す 
ぎませんか？ 

原稿ガラスを使って読み 
込んでください。 

原稿が斜めに読み込まれ 
る 

ADF のガイド板が原稿 
の幅に合っていますか？ 

ADF のガイド板が原稿 
の幅に合わせてくださ 
い。 

相手先で受信した画像が 
不鮮明 

原稿が正しくセットされ 
ていますか？ 

原稿を正しくセツトして 
ください。 


原稿ガラスが汚れていま 
せんか7 

原稿ガラスを清掃してく 
ださい。 


原稿の文字が薄くないで 
すか？ 

濃度を設定してくださ 
い。 


電話線が正しく接続され 
ていますか？ 

電話線の接続を確認し、 
もう一度送信しなおして 
ください。 


回線状態か、受信側に問 
題はありませんか？ 

本機でコピーをとって本 
機の問題でないことを確 
認し、コピーの画像が鮮 
明なときは、相手先の 
ファクス機の状態を確認 
してください。 

相手先で受信した画像が 
白紙になる 

送る面を下にしてセット 
していませんか？ (ADF 
使用時） 

送る面を上にして原稿を 
セツトしなおしてくださ 
い。 


206 


送信時のトラブル 














トラブルの内容 

原因 

処置のしかた 

送信できない 

送信の手順は正しいです 
か？ 

送信手順を確認して、も 
う一度送信してくださ 
い。 


番号が間違っていません 
か？ 

番号を確認してくださ 
い。 


お気に入り、短縮ダイア 
ル、 グルー プダイアル 
は、正しく登録されてい 
ますか？ 

正しく登録されているか 
を確認してください。 


電話線の接続は正しいで 
すか7 

電話線の接続を確認し、 
外れている場合は、接続 
してください。 


受信側に原因がありませ 
んか？（用紙切れゃ電 
源） 

相手先に確認してくださ 
い。 


送信時のトラブル 
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受信時のトラブル 

うまく受信できない場合は、次の表を參照して処置をしてください。処置を 
しても正常に受信できない場合は、サービス実施店にお問い合わせくださ 
い。 

1^5" エラーメッセージについては「エラーメッセージ」 （ P . 21 0) をごら 
んください。原稿がつまった、用紙がつまった、画質が悪い、卜 
ナーがなくなったなどのトラブルについては、「プリンタ/コピー/ 
スキヤナユーザーズガイド」 (Documentation CD-ROM 内の PDF マ 
ニュアル）をごらんください。 


トラブルの内容 

原因 

処置のしかた 

受信した記録紙が白紙 
になる 

回線状態か、相手先ファ 
クスに問題がありません 
か？ 

本機でコピーをとって確 
認してくださいコピーの 
画像が鮮明なときは、相 
手先にもう一度送信しな 
おしてもらってくださし、。 


相手先が原稿を裏表逆に 
セットしていませんか？ 

相手先に確認してくださ 
い。 

自動着信されない 

手動受信に設定されてい 
ませんか？ 

■ 自動着信に設定してく 
ださい。 



■ スリープモード中の場 
合は、操作パネルのい 
ずれかのキーを押して 
ください。ウォーム 
アップ後、[スタート] 
キーを押すと手動受信 
を開始します。 


メモリがいっぱいになっ 
ていませんか？ 

用紙がなくなっていると 
きは用紙をセットして、 
メモリに蓄積されている 
文書を印刷してくださし、。 


電話線の接続は正しいで 
すか7 

電話線の接続を確認し、 
外れている場合は、接続 
してください。 


送信側に原因がありませ 
んか？ 

本機でコピーをとって確 
認してください。コピー 
の画像が鮮明なときは、 
相手先にもう一度送信し 
なおしてもらってくださ 
い。 
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受信時のトラブル 












その他のトラブル 


トラブルの内容 

原因 

処置のしかた 

一括送信の送信件数と送 
信結果レポートの数が一 
致しない。 

メモリがいっぱいになっ 
ています。 

一括送信時にメモリが 
いっぱいになると、送信 
件数と送信結果レポート 
の数が一致しない場合が 
あります。 


その他のトラブル 
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エラーメ ツセー ジ 


エラーメッセージ 

原因 

処置のしかた 

10キ- こヨル アイテサキカ'' 

16ケン ヲコエ マシタ 

直接入力による相手先の 
ファクス番号が16件を 
超えました。 

相手先のファクス番号の 
数を16件以内に設定し 
てください。 

ファクスカ.ソ•ゥヵ*キエマシタ 

メモリーに蓄積されてい 
るデータが消去されまし 
た。 

印刷されるエラーレポ_ 
卜に従い、送信データを 
再度読み込ませるか、相 
手先にもう一度送信しな 
おしてもらってくださ 
い。 

PC セツデクチュウ 

シハ*ラクオマチク r サイ！ 

本機が LSU (Local 

Setup Utilitiy ) または 
PageScope Web 
Connection の管理者 
モードで設定中です。 

■ PageScope Web 
Connection の管理者 
モードをログオフし 
てください。 

■ LSU (Local Setup 
Utilitiy ) を終了させて 
ください。 

■ 600秒間、何も操作が 
なければ、基本画面 
が表示されます。 

サイテキヨウシカ'' アリマセン 
ヨウシヲホキュウ( XXX ) 

ファクス印刷可能な用紙 
がトレイ1にセットさ 
れていません。 

■ 適切な用紙をトレイ1 
にセツトし、トレイ 

1にセツトした用紙 
サイズを操作パネル 
で再設定してくださ 
い0 

■ 詳しくは、「「サイテキヨウシ 
r アリマセン/ヨウシヲ 
ホキ1ウ( XXX ) J の処置の 
しかた」 （ p .212) をご 
らんください。 

* y 1ワキカ'' ハス''レテイマス* 

外付け電話機の受話器が 
外れています。 

外付け電話機の受話器を 
置いてください。 
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エフ _メ ツセ_ン 











エラー メツセ ーシ 

原因 

処置のしかた 

デイアルテ''キマセン 

カイセンヲカクニンシテク r サイ 

■ 回線の種類設定また 
は PSTN/PBX 設定が 
正しく設定されてい 
ません。 

■ 電話線が接続されて 
いません。 

■ 回線の種類設定また 
は PSTN/PBX 設定を 
確認し、適切な設定 
をしてください。 

■ 電話線を正しく接続 
してください。 

ツウシン エラ- (####) 

■ 本機に何らかの問題 
が起きたため、通信 
できません。 

■ 相手先のファクス機 
に何らかの問題が起 
きたため、通信でき 
ません。 

通信結果を確認してくだ 
さい。 

ツウシンテ''キマセン T シタ 

相手先のファクス機が通 
信中か、応答がありませ 
ん〇 

相手先の回線を確認し、 
もう一度送信しなおして 
ください。 

トレイノヨウシヲカク ニ ンシテクグサイ 
ヨウシヲ林1ウ Cxx) 

(スタ-トキ-ヲオシテクタ''サイ) 

トレイ1の用紙が切れ 
ています。 

トレイ1に用紙を補充 
し、[スタート]キーを 
押してください。 

トレイ1で紙づまりが 
発生しました。 

つまった用紙を取り除い 
て、[スタート]キーを 
押してください。 

ファイルフル 

メモリへの登録件数が許 
容件数を超えています。 

「メモリシ、'1シン モー ト''」が 
「オン」の場合、「メモリ 
シ ''ュ シン モ- ド'」を解除し、 
メモリに蓄積している受 
信文書を出力してくださ 
い。 

ファクス ハ， ン ] 'ウテ' ハ アリマセン 

ファクス番号を設定する 
際に、メールアドレスが 
登録されている短縮ダイ 
アル、グループダイアル 
を設定しようとしまし 
た。 

ファクス番号を直接入力 
するか、ファクス番号が 
登録されたお気に入り、 
短縮ダイアル、グループ 
ダイアルを設定してくだ 
さい。 

ファクスモ-卜'' カクニン 

コピーモードまたはス 
キャンモードで操作中に 
ファクスエラーが起こり 
ました。 

[ファクス]キーを押し 
て、エラーの状態を確認 
してください。 


エラー メッセージ 
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エラー メツセ ーシ 

原因 

処置のしかた 

メモリブソクテ'' ス 

■ 送信文書のデータサ 
イズがメモリ容量を 
超えています。 

■ 受信文書のデ_タサ 
イズがメモリ容量を 
超えています。 

_「メモリシ、シンモ-卜''」が 
「オン」の場合、「メモリ 
シ.ュシンモ-卜''」を解除 
し、メモリに蓄積し 
ている受信文書を出 
力してください。 

■ 手動で送信してくだ 
さい。 


サービスメッセージ 

このメッセージは、カスタ マーサー ビスによる修復が必要な故障を示すメッ 
セージです。このメッセージが表示された場合は、本機を再起動してくださ 
しヽ。問題が解決しない場合は、販売店または弊社に連絡してください。 


エラー メ ツセー ジ 

原因 

処置のしかた 

マシントラフ''ル 

サービスマンこレンラク （ XXXX ) 

サービスメツセージ内 
に表示されている 
“ XXXX ” のエラーが検出 
されました。 

本機を再起動してくだ 
さい。多くの場合、こ 
れによりサービスメツ 
セージが消え、本機は 
復旧します。 

それでもメツセージが 
消えない場合には、エ 
ラーの情報を販売店ま 
たは弊社に連絡してく 
ださい。 


「サイテキヨウシがアリマセン/ヨウシヲホキュウ( XXX ) J の処置のしかた 

1メ ッセー ジが表示されている状態で何かキーを押します。 

2表示されたサイズ （ xxx) をトレイ 1 にセットします。 

3「セツテイ （ UTILITY )/ トレイ 1 ヨウシセツテイ」を選択し、用紙をセツトしたトレイ 1 の 
用紙サイズを変更します。 
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エフ _メ ツセ_ン 






技術仕様 


適応回線 

加入電話回線 ( PSTN ) 

PBX 回線 

通信規格 

ECM/Super G 3 

伝送速度 

V _34 〜33.6 Kbps 

伝送時間 

3秒/ぺージ （ V .34) 

符号化方式 

MH , MR , MMR , JBIG 

蓄積枚数 

6 MB (約384ベージ） 

送信原稿サイズ 

ADF :140 mm 〜216 mm (幅）、 

148 mm 〜500 mm (長さ） 

(355.6 mm 以上の長さは ADF 使用時のファクス 
送信のみ） 

原稿ガラス： A 5、 A 4、 STATEMENT 、 レター 

ファクス印刷サイズ 

A 4、 レター、リーガル 

画像欠損 

4.0 mm (先端、後端、奥側、手前側） 
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技術仕様 













送信解像度 

標準： 203 X 98 dpi 

ファイン： 203 x 196 dpi 

スーパー ファイン： 203 x 392 dpi 

PC ファクス 

オペレーテイングシステム： 

Windows 2000 SP 4 

Windows Server 2003 (32 bit /64 bit ) 

Windows XP (32 bit /64 bit ) 

Windows Vista (32 bit /64 bit ) 

Windows Server 2008 (32 bit /64 bit ) 

Windows 7 (32 bit /64 bit ) 

インターフェース： 

USB 2.0 (High Speed ) 

ネットワーク （ TCP/IP ( RAW ポー■卜、 LPR )) 

コンピュータ： 

CPU : Pentium 200 MHz 以上 （Pentium 4/ 
1.6 GHz 推奨） 

RAM : 128 MB 以上 （256 MB 推奨） 

ドライバ言語： 

GDI 

符号化方式： 

JBIG 


1^^ その他の仕様については、「プリンタ/コピー/スキャナユーザーズガ 
イド 」 （Documentation CD - ROM 内の PDF マニュアル）をごらんく 
ださい。 


技術仕様 
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入力のしかた 

入力できる文字 

テンキーを使って、数字、アルファベット、記号、カタカナを入力します。 
入力可能な文字は以下のとおりです。 

ファクス番号入力時 


テンキー 

[1] 

[1]* 

[ A ]* 

1 

1 

1 

-1 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

3 

4 

4 

4 

4 

5 

5 

5 

5 

6 

6 

6 

6 

7 

7 

7 

7 

8 

8 

8 

8 

9 

9 

9 

9 

0 

0 

0 

( space)O 

X 

木 



# 

# 


#+ 


* ファクス番号入力の場合に適用されます。ファクス番号は 

[セッティ （ UTILITY )]- [カンリシャセ . y テイ]-[ュ-ザ*-セツテイ]-[ファクス/、*ガウ]で表示さ 

れます。 
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入力のしかた 



















アドレス入力時 


テンキー 

[1] 

[A] 

1 

1 

.◎一- 1 

2 

2 

ABC2abc 

3 

3 

DEF3def 

4 

4 

GHI4ghi 

5 

5 

JKL5jkl 

6 

6 

MN06mno 

7 

7 

PQRS7pqrs 

8 

8 

TUV8tuv 

9 

9 

WXYZ9wxyz 

0 

0 

(space)O 

X 



# 

# 

+&/*=!?()% □八'' {}!$,: 


その他 


テンキー 

[i] 

[A] 

[ア] 

1 

1 

一 

アイウ i オアィゥ i 才 

2 

2 

ABC2abc 

カキクケコ 

3 

3 

DEF3def 

サシスセソ 

4 

4 

GHI4ghi 

タチツテトツ 

5 

5 

JKL5jkl 

ナニ ヌネノ 

6 

6 

MN06mno 

ハヒフへ ホ 

7 

7 

PQRS7pqrs 

マミムメモ 

8 

8 

TUV8tuv 

ヤユヨャ; L ョ 

9 

9 

WXYZ9wxyz 

ラリルレ ロ 


入力のしかた 
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テンキー 

[1] 

[ A ] 

[ァ】 

0 


(スペース ） 0 

ワヲン（スぺース） 

# 

# 

*+=#%&<>[]{}1 八' 

'' 0 


入カモードを変更する 

[兴]キーを押すごとに、入カモードが数字、アルファベット、カタカナに 
切り替わります。 

[1 …]:数字入カモード 

[ A …]:アルファベット入カモード 

[ア…]:カタカナ入カモード 

入力例 

入力手順は以下のとおりです。 

例： 
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入力のしかた 








4 [1] キーを 2 回押します。 

「ィ」が入力されます。 


5 [2] キーを2回押します。 

「キ」が入力されます。 


6 [#] キーを1回押します。 
「''」が入力されます。 


/ [8] キーを6回押します。 
「ョ」が入力されます。 


8 [1] キーを 3 回押します。 
「ウ」が入力されます。 


9 [0] キーを 4 回押します。 

スペースが入力されます。 


10 [2] キーを 3 回押します。 

「ク」が入力されます。 


11 [#] キーを1回押します。 

「''」が入力されます。 


r ル-フ。 

ナマエ 
■-エイ 

r イアル io 

[ァ…] 


r ル-フ。 

ナマエ 
:ェイキ 

r イアル io 

[ァ…] 


y ル-フ。 

ナマエ 

:ェィ r 

r イアル io 

[ァ…] 


r ル-: 7 。 

ナマエ 

:ェィ r 

r ィァル io 

ョ 

[ァ…] 


r ル-： r 夕♦イアル 1 〇 
ナマエ 

:ェイキ♦ヨウ [ア…] 


r ル-フ。 
ナマエ 
:ェイキ* 

r ィァル io 

ョゥ_ 

[ァ…] 


ク.ル-；7。 
ナマエ 
: 1 イキ* 

r イアル io 

ョウク 

[ァ…] 


r ル-フ。 
ナマエ 
:ェイキ* 

r イアル io 

ョウ r 

[ァ…] 
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12 [9] キーを 3 回押します。 
「ル」が入力されます。 


13 [ X ]キーを2回押します。 

入カモードがアルファべットに切 
り替わります。 


14 [1] キーを8回押します。 

「-」が入力されます。 


15 [ x ] キーを押します。 

入カモ_ドがカタカナに切り替わ 
ります。 


16 [6] キーを3回押します。 
「フ」が入力されます。 


1/ [#] キーを2回押します。 
「’」が入力されます。 


r ル-フ。 

r ィアル1〇 

ナマエ 


:ェイキ、' 

ヨウク♦ル [ア…] 


r ル-フ。 

r イアル1〇 

ナマエ 


:ェイキ*: 

ョウク♦ル_ [ A ..] 


r ルー フ。 

r イアル1〇 

ナマエ 


:ェイキ ♦ 

ョウク♦ル- [ A ."] 


ク、、ル-;7°夕♦イアル10 

ナマエ 

: I イキ♦ヨウグル--[ア…] 


ク•ル-フ°夕♦イアル10 
ナマエ 

: I イキ♦ヨウ r ル-;7 [ア…] 


ク♦ル-フ。 r イアル10 
ナマエ 

:ヱイキ♦ヨウ r ル-フ。[ア…] 


文字修正のしかたと入力時の注意 

■ 入力した文字をすべて削除するには、[戻る]キーを長押しします。 

■ 入力した文字の1部を削除するには、 [◄] または [►] キーを押して、 
力ーソルし）を削除したい文字に移動させ、[戻る]キーを押します。 

■ 続けて同じキーを使って入力する場合は、最初の文字を入力した後、 
[►] キーを押してから次の文字を入力します。（上記の入力例を参照し 
てください。） 

■ スペースを入力する場合は、カタカナ入カモードでは [0] キーを4回、 
アルファベット入カモードでは [0] キーを1回押してください。 

■ 濁点または半濁点はカタカナ入カモードで [#] キーを押します。 
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